
范
成
大
《
臘
月
村
田
楽
府
十
首
》
注
釈

＊
島　
　

森　
　

哲　
　

男　

附
《
上
元
紀
呉
中
節
物
俳
諧
體
三
十
二
韻
》
注
釈

凡
例

一
、
本
稿
は
南
宋
の
政
治
家
・
詩
人 
范
成
大
（
一
一
二
六
～
一
一
九
三
）
が
晩
年
、
蘇
州

郊
外
の
石
湖
の
ほ
と
り
に
隠
棲
し
た
折
、
近
郊
農
村
の
年
末
の
風
俗
に
つ
い
て
詠

ん
だ
「
臘
月
村
田
楽
府
十
首
」
の
注
釈
で
あ
る
。
参
考
と
し
て
同
じ
く
范
成
大
が
同

地
の
正
月
十
五
日
の
元
宵
節
に
つ
い
て
詠
ん
だ
「
上
元
紀
呉
中
節
物
俳
諧
體
三
十
二

韻
」
の
注
釈
も
併
せ
附
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
詩
に
拠
っ
て
十
二
世
紀
後
半

の
蘇
州
近
郊
の
農
村
に
お
け
る
年
末
年
始
の
年
中
行
事
や
風
俗
・
風
物
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

二
、
底
本
と
し
て
富
壽
蓀 

標
校
『
范
石
湖
集
』〔
中
国
古
典
文
学
叢
書
〕（
二
〇
〇
六
年
、

上
海
古
籍
出
版
社
）〔
底
本
は
清
・
顧
嗣
立
刻
本
〕
を
用
い
、
併
せ
て
四
部
叢
刊
本

『
石
湖
居
士
詩
集
』（
上
海
涵
芬
楼
蔵
愛
汝
堂
刊
本
影
印
本
）
及
び
四
庫
全
書
本
『
宋

詩
鈔
』
巻
六
三
（
中
國
哲
學
電
子
化
計
劃
影
印
本
）
を
参
照
し
た
。

三
、「
臘
月
村
田
楽
府
十
首
」
の
注
釈
と
し
て
は
、
周
汝
昌
『
范
成
大
詩
選
』〔
中
国
古
典

文
学
読
本
叢
書
〕（
一
九
九
七
年
、人
民
文
学
出
版
社
）
及
び
周
錫
『
范
成
大
詩
選
』

〔
中
国
歴
代
詩
人
選
集
〕（
一
九
八
六
年
、
三
聯
書
店
香
港
分
店
）
が
あ
り
、
前
者
に

は
十
首
の
う
ち
七
首
、
後
者
に
は
二
首
の
注
釈
を
収
め
る
。

四
、「
上
元
紀
呉
中
節
物
俳
諧
體
三
十
二
韻
」
に
関
し
て
は
、
李
懿
・
常
先
甫
・
林
陽
華 

評
注
『
宋
代
民
俗
詩
評
注
』（
二
〇
一
一
年
、
巴
蜀
書
社
）
に
簡
単
な
注
釈
が
あ
る
。

五
、
蘇
州
近
郊
や
江
南
の
風
俗
を
記
録
し
た
文
献
史
料
と
し
て
主
に
次
の
諸
書
を
参
照
し

た
（
カ
ッ
コ
内
は
記
述
さ
れ
た
地
域
名
）。

〇
梁
・
宗
懍
『
荊
楚
歳
時
記
』（
楚
＝
江
南
地
方
）　

〇
北
宋
・
孟
元
老
『
東
京
夢

華
録
』（
汴
京
＝
開
封
）　

〇
南
宋
・
范
成
大
『
呉
郡
志
』（
蘇
州
）　

〇
南
宋
・
周

密『
武
林
旧
事
』（
臨
安
＝
杭
州
）　

〇
南
宋
・
呉
自
牧『
夢
粱
録
』（
汴
京
、

杭
州
）　

〇
清
・
袁
景
瀾
『
呉
郡
歳
華
紀
麗
』（
蘇
州
）　

〇
清
・
顧
禄
『
清

嘉
録
』（
蘇
州
）

臘
月
村
田
楽
府
十
首 

并
序

余
帰
石
湖
、
往
来
田
家
、
得
歳
暮
十
事
。
採
其
語
各
賦
一
詩
、
以
識
土
風
、
号

村
田
楽
府
。

（
以
下
略
）

（
余
、
石
湖
に
帰
り
、
田
家
に
往
来
し
て
、
歳
暮
十
事
を
得
た
り
。
其
の
語
を

採
り
て
各
々
一
詩
を
賦
し
、以
て
土
風
を
識し

る

し
て
、村
田
楽
府
と
号
す
。〔
＊
以
下
、

続
け
て
十
詩
各
々
の
解
説
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
題
下
に
分

け
て
引
用
す
る
こ
と
と
す
る
〕。）

〇
石
湖　

江
蘇
省
蘇
州
市
の
南
西
郊
外
に
あ
る
湖
。
太
湖
の
支
湖
で
東
太
湖

の
奥
に
位
置
す
る
。
范
成
大
の
「
四
時
田
園
雑
興
」
六
十
首
の
序
に
「
淳
熙
丙

午
、
沈
痾
少
し
く
紓や

わ

ら
ぐ
。
復
た
石
湖
の
旧
院
に
至
り
、
云
々
」
と
あ
り
、

一
一
八
六
年
、
六
十
二
歳
の
范
成
大
が
石
湖
の
ほ
と
り
の
別
墅
に
病
後
の
身
を

寄
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
「
村
田
楽
府
」
も
そ
の
隠
棲
後
の
作
と
目
さ
れ

る
。　

〇
土
風　

土
地
の
風
俗
。　

〇
村
田
楽
府　
「
楽
府
」
は
も
と
漢
の
武

帝
の
時
に
宮
中
に
置
か
れ
た
音
楽
を
司
る
役
所
の
名
。
次
い
で
そ
こ
に
採
集
さ

れ
た
詩
で
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
た
詩
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
ま
た
唐
以

後
は
転
じ
て
楽
府
の
題
を
借
り
て
作
ら
れ
た
律
絶
で
な
い
古
詩
（
擬
古
楽
府
）
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を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

冬と
う
し
ょ
う
こ
う

舂
行

其
一
冬
舂
行
。
臘
日
舂
米
為
一
歳
計
。
多
聚
杵
臼
、
尽
臘
中
畢
事
、
藏
之
土
瓦
倉
中
、

経
年
不
壊
。
謂
之
冬
舂
米
。

（
其
の
一
、
冬と

う
し
ょ
う舂

の
行う

た

。
臘
日　

米
を
舂う

す
づ

き
て
一
歳
の
計
を
為
す
。
多
く
杵
臼
を
聚
め
、

尽
く
臘
中
に
事
を
畢お

え
、
之
を
土
瓦
倉
中
に
藏
す
れ
ば
、
年
を
経
て
壊
れ
ず
。
之
を
冬

舂
米
と
謂
う
。）

臘
中
儲
蓄
百
事
利　
　
　
　

臘ろ
う
ち
ゅ
う
ち
ょ
ち
く

中
儲
蓄
し
て　

百ひ
ゃ
く
じ事

利り

あ
り

第
一
先
舂
年
計
米　
　
　
　

第だ
い
い
ち一

に
先ま

ず
舂う

す
づ

く　

年ね
ん
け
い計

の
米こ

め

羣
呼
歩
碓
満
門
庭　
　
　
　

羣ぐ
ん
こ呼

し
て
碓う

す

に
歩あ

ゆ

み　

門も
ん
て
い庭

に
満み

つ

運
杵
成
風
雷
動
地　
　
　
　

杵き
ね

を
運め

ぐ

ら
し
風か

ぜ

を
成な

し
て　

地ち

を
雷ら

い
ど
う動

す

篩
匀
箕
健
無
粞
糠　
　
　
　

篩ふ
る
い
あ
ま
ね匀

く　

箕み　

健け
ん

に
し
て 

粞せ
い
こ
う
な

糠
無
し

百
斛
只
費
三
日
忙　
　
　
　

百ひ
ゃ
っ
こ
く斛

只た

だ
費つ

い
や

す　

三み
っ
か日

の
忙ぼ

う

齊
頭
円
潔
箭
子
長　
　
　
　

齊せ
い
と
う頭

は
円え

ん

潔け
つ　

箭せ
ん
し子

は
長な

が

く

隔
籮
耀
日
雪
生
光　
　
　
　

籮ら

を
隔へ

だ

て
日ひ

に
耀か

が
や

き
て　

雪ゆ
き　

光ひ
か
り

を
生し

ょ
う

ず

土
倉
瓦
龕
分
蓋
藏　
　
　
　

土ど
そ
う倉　

瓦が
が
ん龕　

分わ
か

ち
て
蓋が

い
ぞ
う藏

す
れ
ば

不
蠹
不
腐
常
新
香　
　
　
　

蠹む
し
く

わ
ず
腐く

さ

ら
ず　

常つ
ね

に
新し

ん
こ
う香

去
年
薄
収
飯
不
足　
　
　
　

去き
ょ
ね
ん年

は
収し

ゅ
う

薄う
す

く　

飯は
ん
た足

ら
ざ
り
き

今
年
頓
頓
炊
白
玉　
　
　
　

今こ
と
し年

は
頓と

ん
と
ん頓　

白は
く
ぎ
ょ
く玉

を
炊た

か
ん

春
耕
有
種
夏
有
糧　
　
　
　

春し
ゅ
ん
こ
う耕　

種ま

く
有あ

り　

夏な
つ

に
糧り

ょ
う
あ有

り

接
到
明
年
秋
刈
熟　
　
　
　

接つ

い
で
到い

た

ら
ん　

明み
ょ
う
ね
ん年　

秋あ
き

の
刈か

り
い
れ
熟じ

ゅ
く

す
る
に

鄰
叟
来
観
還
歎
嗟　
　
　
　

鄰り
ん
そ
う
き
た

叟
来
り
観み

て　

還ま

た
歎た

ん
さ嗟

す

貧
人
一
飽
不
可
賖　
　
　
　

貧ひ
ん
じ
ん人

は
一い

っ
ぽ
う飽

も
賖あ

ま

す
可べ

か
ら
ず

官
租
私
債
紛
如
麻　
　
　
　

官か
ん
そ租　

私し
さ
い債　

紛ふ
ん

と
し
て
麻あ

さ

の
如ご

と

し

有
米
冬
舂
能
幾
家　
　
　
　

米こ
め

有あ

り　

冬ふ
ゆ
う
す
づ舂

く
は　

能よ

く
幾い

く
か家

ぞ

●
冬
舂
行
〔
冬
舂
の
う
た
〕。
七
言
古
詩
（
楽
府
体
）。

〇
年
計
米　

来
年
一
年
間
に
消
費
予
定
の
米
。　

〇
羣
呼
歩
碓　

皆
し
て
群
が
り
叫
ん

で
う
す
に
近
づ
く
。　

〇
篩
匀
箕
健　
「
篩
」
は
ふ
る
い
。「
匀
」
は
す
っ
か
り
ふ
る
い

に
か
け
る
。「
箕
」
は
み
。「
健
」
は
し
っ
か
り
と
す
く
う
。　

〇
粞
糠　
「
粞
」
は
く
だ

け
た
米
。「
糠
」
は
ぬ
か
。　

〇
百
斛　

一
斛
は
十
斗
、
九
四
・
八
八
リ
ッ
ト
ル
。　

〇

齊
頭
円
潔
箭
子
長　
「
齊
頭
」「
箭
子
」
は
米
の
品
種
名
。「
齊
頭
」
は
丸
い
米
。「
箭
子
」

は
長
い
米
。
范
成
大
の
「
労
畭
耕
」
に
「
長
腰
は
匏
犀
の
ご
と
く
痩
せ
／
齊
頭
は
珠
顆

の
ご
と
く
圓
し
」。
そ
の
自
注
に
「
長
腰
米
は
狭
長
に
し
て
亦
た
箭
子
と
名
づ
く
。
齊

頭
白
は
圓
浄
に
し
て
珠
の
如
し
」。　

〇
籮　

下
底
が
四
角
で
上
縁
が
円
い
か
ご
。　

〇
土
倉
瓦
龕　

土
を
塗
っ
た
倉
や
レ
ン
ガ
で
壁
を
固
め
た
穴
蔵
。　

〇
蓋
藏　

貯
蔵
す

る
。
倉
庫
に
蓄
え
保
存
す
る
。　

〇
去
年
・
今
年　

こ
こ
は
も
う
意
識
が
来
年
に
行
っ

て
い
て
、
十
二
月
時
点
で
言
え
ば
本
来
は
今
年
・
明
年
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ
。　

〇
頓

頓　

一
食
ご
と
に
、
毎
食
毎
食
。「
頓
」
は
食
事
の
回
数
を
表
す
語
。
杜
甫
「
戯
れ
に
俳

諧
体
を
作
り
悶
を
遣
る
二
首
」
に
「
頓
頓
黄
魚
を
食
ら
う
」。　

〇
白
玉　

米
の
こ
と
。

韓
愈
「
城
南
聯
句
」
に
「
白
玉 

香
粳
を
炊
く
」。　

〇
春
耕
有
種
夏
有
糧　

春
耕
す
の

に
蒔
く
べ
き
種
も
み
が
あ
り
、
夏
の
端
境
期
に
も
し
っ
か
り
食
糧
が
あ
る
（
そ
う
で
な

い
年
に
は
種
ま
き
を
し
た
後
、
秋
の
収
穫
ま
で
の
端
境
期
に
食
糧
が
不
足
す
る
こ
と

が
あ
る
）。　

〇
接
到
明
年
秋
刈
熟　
「
接
」
は
そ
の
ま
ま
続
い
て
。
何
の
障
礙
も
な
く

順
調
に
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
。「
接
到
」
の
語
、「
夏
日
田
園
雑
興
」
其
の
三
に
も
「
接

い
で
到
ら
ん 

西
風
熟
稲
の
天
」
と
見
え
る
。「
明
年
」
は
今
十
二
月
か
ら
見
て
の
明
年
。

「
秋
刈
」
は
秋
の
刈
入
れ
。「
春
耕
」
に
対
す
る
「
秋
刈
」。　

〇
一
飽
不
可
賖　

わ
ず
か

に
腹
を
満
た
す
こ
と
さ
え
も
ま
ま
な
ら
ぬ
。「
一
飽
」
は
口
腹
を
満
た
す
こ
と
。
一
は

た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
も
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
。「
賖
」
は
多
い
、
餘
す
の
意
。
陶

淵
明
「
飲
酒
」
其
の
十
に
「
身
を
傾
け
て
一
飽
を
営
ま
ば
／
少
許
に
し
て
便
ち
余
り
有

ら
ん
」。　

〇
官
租
私
債　
「
官
租
」
官
に
納
め
る
租
税
と
「
私
債
」
家
の
借
金
。
家
が

貧
し
く
て
借
金
せ
ざ
る
を
得
ず
、
高
利
貸
し
等
に
借
り
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
范
成
大

「
夏
日
田
園
雑
興
」
其
の
五
に
「
箋
訴
す 

天
公 

掠
剰
す
る
を
休
め
よ
／
半
ば
は
私
債
を

償
い 
半
ば
は
官
に
輸お

さ

む
」。

十
二
月
中
に
蓄
え
て
お
け
ば
す
べ
て
が
う
ま
く
い
く
。
第
一
に
ま
ず
来
年
一
年
分

の
米
を
搗
く
。
皆
で
い
っ
せ
い
に
大
声
張
り
上
げ
碓
の
ま
わ
り
に
近
づ
き
、
庭
が
人
で

い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
杵
を
振
る
え
ば
風
起
り
、
雷
が
鳴
っ
た
よ
う
に
大
地
が
震
え
る
。
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ふ
る
い
に
あ
ま
ね
く
か
け
ら
れ
、
み
で
し
っ
か
り
す
く
え
ば
、
く
だ
け
た
米
も
な
く
、

ぬ
か
も
な
い
。
百
斛
の
米
を
搗
く
の
に
、
た
だ
の
三
日
忙
し
い
思
い
を
す
れ
ば
済
む
。

齊
頭
米
は
丸
く
て
つ
や
や
か
、
箭
子
米
は
長
い
。
か
ご
を
の
ぞ
け
ば
日
に
輝
い
て
雪
が

光
を
反
射
し
て
い
る
よ
う
だ
。
土
の
く
ら
や
レ
ン
ガ
の
あ
な
ぐ
ら
に
分
け
て
貯
蔵
す
れ

ば
、
虫
も
わ
か
な
い
し
腐
り
も
し
な
い
。
い
つ
ま
で
も
つ
き
た
て
の
い
い
香
り
。
去
年

（
＝
今
年
）
は
収
穫
が
少
な
く
飯
が
足
り
な
か
っ
た
。
今
年
（
＝
来
年
）
こ
そ
は
毎
食
毎

食
ピ
カ
ピ
カ
の
白
米
を
食
え
る
だ
ろ
う
。
春
に
耕
す
の
に
蒔
く
べ
き
種
も
み
が
あ
り
、

夏
の
端
境
期
に
も
し
っ
か
り
食
糧
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
来
年
の
秋
が
来
れ
ば
よ
く
成
熟

し
た
米
を
収
穫
で
き
る
だ
ろ
う
。
隣
り
の
爺
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
、
米
つ
き
の
様
子
を

見
て
ま
た
た
め
息
を
つ
く
。
貧
乏
人
は
そ
の
日
そ
の
日
の
腹
を
満
た
す
こ
と
さ
え
ま
ま

な
ら
ぬ
。
お
上
に
納
め
る
租
税
と
、
た
ま
っ
た
家
の
借
金
と
、
乱
れ
た
麻
の
よ
う
に
身

に
絡
み
つ
い
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
米
が
あ
っ
て
冬
の
う
ち
に
う
す
で
搗
く
こ
と
の

で
き
る
家
な
ん
て
、
い
っ
た
い
何
軒
あ
り
ま
し
ょ
う
。

燈と
う
し
こ
う

市
行

其
二
燈
市
行
。
風
俗
尤
競
上
元
。
一
月
前
已
買
燈
、
謂
之
燈
市
。
價
貴
者
数
人
聚
博
、

勝
則
得
之
。
喧
盛
不
減
燈
市
。

（
其
の
二
、
燈
市
の
行う

た

。
風
俗　

尤
も
上
元
を
競
う
。
一
月
前　

已す
で

に
燈
を
買
う
、
之

を
燈
市
と
謂
う
。
價

あ
た
い

貴
き
者
は
数
人
聚
ま
り
博
し
、
勝
て
ば
則
ち
之
を
得
。
喧
盛　

燈

市
に
減
ぜ
ず
。）

呉
台
今
古
繁
華
地　
　
　
　

呉ご
だ
い台

は
今き

ん
こ古　

繁は
ん
か華

の
地ち

偏
愛
元
宵
燈
影
戯　
　
　
　

偏ひ
と

え
に
愛あ

い

す　

元げ
ん
し
ょ
う宵

の
燈と

う
え
い
ぎ

影
戯

春
前
臘
後
天
好
晴　
　
　
　

春し
ゅ
ん
ぜ
ん前　

臘ろ
う
ご後　

天て
ん
よ好

く
晴は

れ

已
向
街
頭
作
燈
市　
　
　
　

已す
で

に
街が

い
と
う頭

に
向お

い

て
燈と

う
し市

を
作な

す

畳
玉
千
絲
似
鬼
工　
　
　
　

畳じ
ょ
う
ぎ
ょ
く
せ
ん
し

玉
千
絲　

鬼き
こ
う工

に
似に

剪
羅
万
眼
人
力
窮　
　
　
　

剪せ
ん
ら
ま
ん
が
ん

羅
万
眼　

人じ
ん
り
ょ
く
き
わ

力
窮
ま
る

両
品
争
新
最
先
出　
　
　
　

両り
ょ
う
ひ
ん品　

新し
ん

を
争あ

ら
そ

い　

最も
っ
と

も
先さ

き

に
出い

で

不
待
三
五
迎
東
風　
　
　
　

三さ
ん
ご五

を
待ま

た
ず　

東と
う
ふ
う風

を
迎む

か

う

児
郎
種
麦
荷
鋤
倦　
　
　
　

児じ
ろ
う郎　

麦む
ぎ

を
種ま

き　

鋤す
き

を
荷に

な

う
に
倦う

み

偸
間
也
向
城
中
看　
　
　
　

間ひ
ま

を
偸ぬ

す

み
て
也ま

た
城じ

ょ
う
ち
ゅ
う中

に
向む

か

い
て
看み

る

酒
壚
博
簺
雑
歌
呼　
　
　
　

酒し
ゅ
ろ壚　

博は
く
さ
い簺　

歌か

こ呼
を
雑ま

じ

え

夜
夜
長
如
正
月
半　
　
　
　

夜よ
よ
と
こ

夜
長
し
え
に
正し

ょ
う
が
つ
な
か

月
半
ば
の
如ご

と

し

災
傷
不
及
什
之
三　
　
　
　

災さ
い
し
ょ
う傷

は
什じ

ゅ
う

の
三さ

ん

に
及お

よ

ば
ず

歳
寒
民
気
如
春
酣　
　
　
　

歳さ
い
か
ん寒

の
民み

ん
き気　

春は
る
た
け
な
わ酣

な
る
が
如ご

と

し

儂
家
亦
幸
荒
田
少　
　
　
　

儂わ

が
家や

も
亦ま

た
幸さ

い
わ

い
に
荒こ

う
で
ん田

少す
く

な
く

始
覚
城
中
燈
市
好　
　
　
　

始は
じ

め
て
覚お

ぼ

ゆ　

城じ
ょ
う
ち
ゅ
う中　

燈と
う
し市

好よ

き
を

●
燈
市
行
〔
燈
市
の
う
た
〕。
七
言
古
詩
（
楽
府
体
）。

〇
燈
市　

正
月
十
五
日
の
元
宵
節
に
灯
す
灯
籠
や
提
灯
を
売
る
市
。
元
宵
節
の
一
か
月

前
の
十
二
月
中
か
ら
売
り
出
さ
れ
、
市
場
は
に
ぎ
わ
っ
た
。　

〇
上
元　

陰
暦
正
月

十
五
日
。（
七
月
十
五
日
が
中
元
、
十
月
十
五
日
が
下
元
で
、
あ
わ
せ
て
三
元
と
い
う
）。

こ
の
夜
、
街
中
で
灯
籠
に
火
を
と
も
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
し
た
提
灯
を
持
っ
て
、
夜

遅
く
ま
で
見
物
し
て
歩
い
た
。　

〇
博　

賭
け
事
を
す
る
。　

〇
呉
台　

蘇
州
を
指
す
。　

〇
元
宵　

陰
暦
正
月
十
五
日
の
元
宵
節
。　

〇
燈
影
戯

　

影
絵
芝
居
。
獣
の
皮
や
紙
を
く
り
ぬ
い
て
人
物
な
ど
の
形
に
し
、
後
ろ
か
ら
光
を

当
て
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
、
物
語
な
ど
を
演
ず
る
も
の
。
皮
影
戯
、
影
戯
と
も
い

う
。　

〇
春
前
臘
後　

春
前
は
正
月
前
、
臘
後
は
臘
日
（
冬
至
の
後
の
三
度
目
の
戌
の

日
。
ま
た
旧
暦
十
二
月
八
日
）
の
後
。　

〇
畳
玉
千
絲　

范
成
大
「
上
元
紀
呉
中
節
物

俳
諧
体
三
十
二
韻
」（
『
范
石
湖
集
』
巻
二
三
）
に
「
千
隙
玉
虹
明
ら
か
な
り
」。
そ
の

自
注
に
「
瑠
璃
毬
燈
、
一
隙
毎
に
一
花
を
映
し
成
す
。
亦
た
天
下
に
妙
た
り
」
と
あ
り
、

ま
た
「
呉
中
の
二
燈
を
詠
ず
」
瑠
璃
毬
（
巻
二
六
）
に
「
龍
綜 

冰
繭
を
繅
り
／
魚
文 

玉

英
を
鏤
す
／
雨
絲 

風
外
に
縐
し
／
雲
網 

日
辺
に
明
ら
か
な
り
／
叠
暈 

重
重
に
見あ

ら
わ

れ

／
分
光 

面
面
に
呈
す
／
間
裏
の
趣
き
を
深
く
せ
ざ
れ
ば
／
争い

か

で
か
箇
中
の
情
を
識
ら

ん
」
と
あ
る
。
瑠
璃
球
（
絹
の
袋
に
粟
を
入
れ
て
球
状
に
し
、
こ
れ
を
固
め
た
う
え
で
、

中
の
粟
を
抜
き
取
っ
て
作
っ
た
、
ガ
ラ
ス
玉
の
よ
う
な
球
状
の
も
の
）
に
料
絲
（
瑪
瑙

や
紫
石
英
な
ど
の
粉
末
に
し
た
も
の
を
交
え
て
縒
っ
た
絲
）
を
細
か
く
縦
横
に
巻
き
付

け
、
そ
の
糸
の
隙
間
す
べ
て
に
花
な
ど
を
細
か
く
描
き
込
ん
だ
灯
籠
。（
周
如
昌
『
范

成
大
詩
選
』の
注
釈
に
よ
る
）。　

〇
剪
羅
万
眼　
「
呉
中
の
二
燈
を
詠
ず
」万
眼
羅（
巻

二
六
）
に
「
弱
骨 
千
絲
結
び
／
軽
毬 

万
錦
の
装
／
綵
雲 

月
魄
を
籠
め
／
宝
気 

星
芒
を
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繞
ら
す
／
檀
点
紅
嬌
小
に
／
梅
粧
粉
細
香
る
／
等
間
に
三
夕
看
る
も
／
消
費
す
一
年

の
忙
」。
范
成
大
同
上
詩
に
「
万
窗
花
眼
密
な
り
」。
そ
の
自
注
に
「
万
眼
燈
は
、
砕
羅

の
紅
白
を
以
て
相
間ま

じ

え
て
砌な

ら

べ
成
す
。
工
夫
天
下
に
妙
た
り
。
多
く
万
眼
に
至
る
。」

と
い
う
。
ま
た
宋
・
周
密
『
武
林
旧
事
』
巻
二
「
燈
品
」
に
「
羅
帛
燈
の
類
尤
も
多
く
、

或
い
は
百
花
を
為
し
、
或
い
は
細
眼
を
為
し
、
間ま

じ

う
る
に
紅
白
を
以
て
す
。
万
眼
羅
と

号
す
る
者
、
此
の
種
の
最
も
奇
な
る
も
の
な
り
」
と
あ
る
。
無
数
の
細
か
く
切
っ
た
紅

白
の
絹
布
（
万
眼
羅
）
を
貼
り
あ
わ
せ
た
灯
籠
で
あ
ろ
う
。　

〇
三
五　

十
五
日
の
元

宵
節
。　

〇
東
風　

春
風
。　

〇
児
郎　

青
年
、
若
者
。　

〇
酒
壚　

飲
み
屋
の
カ
ウ

ン
タ
ー
。　

〇
博
簺　

賭
博
、
ば
く
ち
の
こ
と
。
さ
い
こ
ろ
を
使
う
の
を
博
と
い
い
、

使
わ
な
い
の
を
簺
と
い
う
。
こ
こ
は
序
に
い
う
、
値
段
の
高
い
灯
籠
を
数
人
が
金
を
出

し
合
っ
て
買
い
求
め
、
誰
が
も
ら
う
か
を
賭
け
て
、
当
っ
た
、
は
ず
れ
た
な
ど
と
大
騒

ぎ
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　

〇
歌
呼　

酒
場
の
歌
声
や
賭
け
事
の
歓
声
。　

〇
正

月
半　

正
月
十
五
日
の
元
宵
節
。　

〇
災
傷
不
及
什
之
三　

わ
ざ
わ
い
や
傷
害
は
十
分

の
三
に
も
及
ぶ
ま
い
。
燈
籠
を
飾
る
の
は「
奉
燈
」と
い
っ
て「
豊
登
」（
豊
か
な
実
り
）

に
通
ず
る
の
で
、
燈
火
を
掲
げ
れ
は
災
い
も
減
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。　

〇
歳
寒　

冬
の
寒
い
季
節
。

蘇
州
は
昔
も
今
も
繁
華
の
地
。
何
よ
り
も
好
き
な
の
は
元
宵
節
の
夜
の
影
絵
芝
居
。

正
月
の
前
、
臘
日
の
後
、
空
は
よ
く
晴
れ
、
街
頭
で
は
早
く
も
元
宵
節
の
灯
籠
を
売
る

市
が
立
つ
。
畳
玉
千
絲
の
灯
籠
は
神
業
か
と
見
ま
が
う
ほ
ど
。
剪
羅
万
眼
の
灯
籠
は
人

力
を
極
め
た
す
ぐ
れ
も
の
。
二
種
類
の
灯
籠
は
そ
れ
ぞ
れ
新
奇
さ
を
競
い
、
最
も
先
に

店
先
に
並
べ
ら
れ
る
。
三
五
、十
五
の
元
宵
節
を
待
た
ず
に
、
は
や
く
も
春
が
来
た
よ

う
だ
。
村
の
若
者
た
ち
は
麦
を
種
き
鋤
を
荷
う
の
に
も
飽
き
て
、
暇
を
盗
ん
で
街
中
に

出
て
き
て
燈
市
見
物
。（
以
下
、
村
の
若
者
の
つ
ぶ
や
き
）。
酒
場
の
歌
声
、
賭
け
事
の

歓
声
。
入
り
混
じ
っ
て
な
ん
て
に
ぎ
や
か
な
ん
だ
。
毎
晩
ず
っ
と
元
宵
節
の
よ
う
だ
。

こ
れ
だ
け
活
気
が
あ
れ
ば
、
災
い
だ
っ
て
三
分
の
一
以
下
で
済
む
だ
ろ
う
。
寒
い
季
節

で
も
街
の
人
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
春
の
真
っ
盛
り
の
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
わ
が
家
も

幸
い
田
ん
ぼ
は
順
調
で
、
街
中
の
燈
市
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て

知
っ
た
よ
。

祭さ
い
そ
う
し

竈
詞

其
三
祭
竈
詞
。
臘
月
二
十
四
夜
祀
竈
。
其
説
謂
竈
神
翌
日
朝
天
、
白
一
歳
事
。
故
前
期

祷
之
。

（
其
の
三
、
竈か

ま
ど

を
祭
る
詞
。
臘
月
二
十
四
の
夜 

竈
を
祀
る
。
其
の
説
に
謂
う
、
竈
神 

翌
日 

天
に
朝
し
、
一
歳
の
事
を
白も

う

す
と
。
故
に
期
に
前さ

き

ん
じ
て
之
に
祷い

の

る
。）

古
伝
臘
月
二
十
四　
　
　
　

古
い
に
し
えよ

り
伝つ

た

う　

臘ろ
う
げ
つ
に
じ
ゅ
う
し

月
二
十
四

竈
君
朝
天
欲
言
事　
　
　
　

竈そ
う
く
ん君　

天て
ん

に
朝ち

ょ
う

し
て
事こ

と

を
言い

わ
ん
と
欲ほ

っ

す
と

雲
車
風
馬
小
留
連　
　
　
　

雲う
ん
し
ゃ車　

風ふ
う
ば馬　

小し
ば

ら
く
留り

ゅ
う
れ
ん連

せ
よ

家
有
盃
盤
豊
典
祀　
　
　
　

家い
え

に
盃は

い
ば
ん盤

有あ

り 

典て
ん
し祀

を
豊ゆ

た

か
に
せ
ん

猪
頭
爛
熟
双
魚
鮮　
　
　
　

猪ち
ょ
と
う頭

は
爛ら

ん
じ
ゅ
く熟

し
て　

双そ
う
ぎ
ょ魚

は
鮮あ

た
ら

し
く

豆
沙
甘
鬆
粉
餌
団　
　
　
　

豆と
う
さ沙

は
甘か

ん
そ
う鬆

に
し
て　

粉ふ
ん
じ餌

は
団ま

る

し

男
児
酌
献
女
児
避　
　
　
　

男だ
ん
じ児

は
酌し

ゃ
く
け
ん献

し
て　

女じ
ょ
じ児

は
避さ

く

酹
酒
焼
銭
竈
君
喜　
　
　
　

酒さ
け

を
酹そ

そ

ぎ
銭ぜ

に

を
焼や

け
ば　

竈そ
う
く
ん君

喜よ
ろ
こぶ

婢
子
闘
争
君
莫
聞　
　
　
　

婢ひ

し子
の
闘と

う
そ
う争　

君き
み

聞き

く
莫な

か

れ

猫
犬
觸
穢
君
莫
嗔　
　
　
　

猫び
ょ
う
け
ん犬　

穢け
が

れ
に
觸ふ

る
る
も　

君き
み
い
か嗔

る
莫な

か

れ

送
君
酔
飽
登
天
門　
　
　
　

君き
み

の
酔よ

い
飽あ

き
て　

天て
ん
も
ん門

に
登の

ぼ

る
を
送お

く

ら
ん

杓
長
杓
短
勿
復
云　
　
　
　

杓し
ゃ
く
ち
ょ
う
し
ゃ
く
た
ん

長
杓
短　

復ま

た
云い

う
勿な

か

れ

乞
取
利
市
帰
来
分　
　
　
　

利り

し市
を
乞こ

い
取と

ら
ば　

帰か
え

り
来き

た

り
て
分わ

け
よ

●
祭
竈
詞
〔
竈
を
祭
る
う
た
〕。
七
言
古
詩
（
楽
府
体
）。

〇
竈
神　

か
ま
ど
の
神
。
天
に
上
っ
て
人
の
知
ら
れ
ざ
る
罪
状
を
報
告
す
る
と
い
う
。

唐
の
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
巻
一
四
・
諾
皐
記
に
「
竈
神
、名
は
隗
。
状
は
美
女
の
如
し
。

又
た
姓
は
張
、
名
は
単
、
字
は
郭
。
夫
人
、
字
は
卿
忌
。
六
女
有
り
、
皆
な
名
は
察
洽
。

常
に
月
の
晦
日
を
以
て
天
に
上
り
、
人
の
罪
状
を
白
す
。
大
な
る
者
は
紀
を
奪
う
。
紀

は
三
百
日
な
り
。
小
な
る
者
は
算
を
奪
う
。
算
は
一
百
日
な
り
。
故
に
天
帝
の
督
使
と

為
り
、
下
り
て
地
精
と
為
る
。
己
丑
の
日
、
日
出
づ
る
卯
時
、
天
に
上
り
、
禺
中
〔
午

前
十
時
ご
ろ
〕
行
署
に
下
る
。
此
の
日
祭
れ
ば
福
を
得
。」
と
あ
る
。　

〇
翌
日
朝
天
白

一
歳
事　

十
二
月
二
十
五
日
に
竈
神
が
天
に
上
っ
て
そ
の
一
家
の
一
年
の
諸
事
善
悪

を
天
（
司
命
君
）
に
報
告
す
る
。　

〇
前
期　

十
二
月
二
十
五
日
に
竈
神
が
天
に
上
る
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前
夜
に
。

〇
古
伝　

東
晋
の
葛
洪
『
抱
朴
子
』
内
篇
・
微
旨
篇
に
「
月
晦
の
夜
、
竈
神
亦
た
天
に

上
り
人
の
罪
状
を
白
す
。
大
な
る
者
は
紀
を
奪
う
。
紀
は
三
百
日
な
り
。
小
な
る
者
は

筭
を
奪
う
。
筭
は
三
日
な
り
。
吾
亦
た
未
だ
此
の
事
の
有
無
を
審
ら
か
に
せ
ず
。」云
々

と
あ
り
、
東
晋
の
時
代
か
ら
そ
う
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。　

〇
竈
君　

竈
の
神
は
夫
婦
で
、
男
神
を
竈
君
、
女
神
を
竈
夫
人
と
い
う
。　

〇
雲
車
風
馬　

神
が

乗
る
車
や
馬
。
柳
宗
元
「
雷
に
祷
り
雨
を
祷
る
文
」
に
「
風
馬
雲
車
、
粛
焉
と
し
て
徘

徊
す
」。
こ
こ
は
竈
神
の
乗
り
物
。
実
際
に
は
雲
中
を
昇
る
「
竈
馬
」
の
版
画
を
竈
に
貼

り
つ
け
た
。『
東
京
夢
華
録
』
巻
十
・
十
二
月
の
条
に
「
二
十
四
日
、
交
年
。
都
人
夜
に

至
り
僧
道
に
請
う
て
看
経
せ
し
め
、
酒
果
を
備
え
て
神
を
送
る
。
合
家
の
替
代
〔
か
た

し
ろ
〕
と
銭
紙
を
焼
き
、
竈
馬
を
竈
上
に
帖
り
、
酒
糟
を
以
て
竈
門
に
塗
抹
す
。
之
を

酔
司
命
と
謂
う
。
夜
、
床
底
に
於
い
て
点
灯
す
。
之
を
照
虚
耗
と
謂
う
。」　

〇
留
連　

去
る
に
し
の
び
な
い
で
、
い
つ
ま
で
も
居
続
け
る
。
李
白
「
友
人
と
会
宿
す
」
に
「
滌

蕩
す
千
古
の
愁
い
／
留
連
す
百
壷
の
飲
」。　

〇
盃
盤　

さ
か
ず
き
や
皿
。
酒
や
料
理
。

蘇
軾
「
前
赤
壁
の
賦
」
に
「
殽
核
已
に
尽
き
／
杯
盤
狼
藉
た
り
」。　

〇
豊
典
祀　
「
典

祀
」
は
祭
祀
。
祭
を
盛
大
に
行
う
。　

〇
猪
頭
爛
熟
双
魚
鮮　

豚
の
頭
は
じ
っ
く
り
煮

込
ん
で
柔
ら
か
く
、
二
匹
の
魚
は
新
鮮
だ
。「
爛
熟
」
を
底
本
（
清
・
顧
嗣
立
刻
本
）
は

「
爛
熱
」
に
作
る
が
、
爛
熟
は
成
語
で
あ
る
の
で
「
熱
」
の
字
は
誤
り
だ
ろ
う
。　

〇
豆

沙
甘
鬆
粉
餌
団　
「
豆
沙
」は
小
豆
の
餡
。「
甘
鬆
」は
甘
く
て
柔
ら
か
な
さ
ま
。「
粉
餌
」

は
だ
ん
ご
。
竈
神
は
甘
い
も
の
が
好
き
と
い
う
。　

〇
男
児
酌
献
女
児
避　
「
酌
献
」

は
酒
を
酌
ん
で
客
に
す
す
め
る
こ
と
。
ま
た
楽
を
設
け
て
神
に
供
え
る
こ
と
。『
詩
経
』

小
雅
・
瓠
葉
に
「
君
子
酒
有
り
／
酌
ん
で
言
に
之
を
献
ず
」。
こ
こ
は
男
の
子
が
竈
に

酒
を
す
す
め
る
。
神
事
な
の
で
女
児
は
参
加
で
き
な
い
。　

〇
酹
酒
焼
銭
竈
君
喜　
「
酹

酒
」
は
酒
を
地
に
そ
そ
ぐ
こ
と
。「
焼
銭
」
は
紙
銭
を
焼
く
こ
と
。
い
ず
れ
も
天
に
帰
る

竈
神
の
旅
路
の
安
全
を
祈
る
た
め
。　

〇
婢
子
闘
争　

は
し
た
め
た
ち
の
喧
嘩
、
言
い

争
い
。
家
の
内
情
が
漏
れ
や
す
い
。
口
か
ら
出
ま
か
せ
の
の
の
し
り
あ
い
だ
か
ら
、
耳

を
か
す
な
と
い
う
こ
と
。　

〇
送
君
酔
飽
登
天
門　
「
酔
飽
」は
竈
神
が
さ
ん
ざ
ん
酔
っ

て
腹
も
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ
と
。
そ
う
し
て
天
の
門
に
登
る
の
を
見
送
る
。
酔
っ
て
言

葉
も
レ
ロ
レ
ロ
に
な
り
、
甘
い
も
の
で
口
も
ベ
タ
ベ
タ
で
、
天
へ
の
報
告
が
ま
と
も
に

で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
ひ
そ
か
に
ね
ら
っ
て
い
る
。　

〇
杓
長
杓
短　

ひ
し
ゃ

く
の
柄
が
長
い
か
短
い
か
な
ど
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
に
つ
い
て
言
わ
な
い
で
く
れ
。

細
か
い
こ
と
を
報
告
し
な
い
で
ほ
し
い
。「
杓
長
杓
短
」
は
周
如
昌
の
『
范
成
大
詩
選
』

の
注
に
よ
れ
ば
、
村
民
の
地
方
の
俗
語
を
ま
ね
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
長
短
は
是
非

の
意
。　

〇
利
市　

も
う
け
、
利
益
。

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
十
二
月
二
十
四
日
の
夜
、
竈
の
神
様
が
天
に
上
っ

て
、
そ
の
家
の
罪
状
を
報
告
を
す
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
前
に
竈
の
神
様
の
乗
る
雲
の

車
、
風
の
馬
よ
、
ま
だ
し
ば
ら
く
は
と
ど
ま
っ
て
く
だ
さ
れ
。
家
に
は
酒
も
あ
る
し
御

馳
走
も
あ
り
ま
す
。
お
祭
り
も
盛
大
に
行
い
ま
す
。
豚
の
頭
は
じ
っ
く
り
煮
込
ん
で
柔

ら
か
く
、
二
匹
の
魚
は
ぴ
ち
ぴ
ち
と
新
鮮
で
す
。
あ
ん
こ
は
甘
く
て
柔
ら
か
で
、
団
子

は
白
く
て
ま
ん
ま
る
で
す
。
男
の
子
は
あ
な
た
様
に
お
酒
を
捧
げ
、
女
の
子
は
後
ろ
に

下
が
っ
て
い
ま
す
。
竈
の
前
で
酒
を
地
面
に
注
ぎ
、
紙
銭
を
焼
い
て
旅
の
ご
無
事
を
祈

り
ま
す
。
竈
の
神
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
。
は
し
た
め
た
ち
の
悪
口
雑
言

に
は
耳
を
お
貸
し
な
さ
い
ま
す
な
。
犬
や
猫
が
お
し
っ
こ
を
掛
け
て
も
、
ど
う
か
お
怒

り
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。
神
様
が
い
っ
ぱ
い
飲
ん
で
、
た
ら
ふ
く
食
べ
て
、
天
の
門

ま
で
登
っ
て
行
か
れ
る
の
を
お
見
送
り
し
ま
す
。
天
へ
行
か
れ
た
ら
、
ど
う
か
ひ
し
ゃ

く
の
柄
が
長
い
と
か
短
い
と
か
、
細
か
い
こ
と
は
口
に
な
さ
い
ま
す
な
。
も
う
け
が

あ
っ
た
ら
、
帰
ら
れ
た
後
、
ど
う
ぞ
お
す
そ
分
け
を
お
忘
れ
な
く
。

口こ
う
す
う
し
ゅ
く
こ
う

数
粥
行

其
四
口
数
粥
行
。
二
十
五
日
煮
赤
豆
作
糜
、
暮
夜
闔
家
同
饗
。
云
能
辟
瘟
気
。
雖
遠
出

未
帰
者
亦
留
貯
口
分
、
至
襁
褓
小
児
及
僮
僕
皆
預
。
故
名
口
数
粥
。
豆
粥
本
正
月
望
日

祭
門
故
事
、
流
伝
為
此
。

（
其
の
四
、
口
数
粥
の
行う

た

。
二
十
五
日 

赤
豆
を
煮
て
糜か

ゆ

を
作
り
、
暮
夜 

闔
家 

同
に
饗

す
。
云
う
能
く
瘟う

ん
き気

を
辟
く
と
。
遠
く
出
で
て
未
だ
帰
ら
ざ
る
者
と
雖
も
亦
た
口
分
を

留
め
貯
え
、襁
褓
の
小
児
及
び
僮
僕
に
至
る
ま
で
皆
な
預
る
。
故
に
口
数
粥
と
名
づ
く
。

豆
粥
は
本 

正
月
望
日
に
門
を
祭
る
故
事
に
し
て
、
流
伝
し
て
此
れ
と
為
る
。）

家
家
臘
月
二
十
五　
　
　
　

家い
え
い
え家　

臘ろ
う
げ
つ
に
じ
ゅ
う
ご

月
二
十
五

淅
米
如
珠
和
豆
煮　
　
　
　

米こ
め

を
淅と

い
で
珠た

ま

の
如ご

と

く　

豆ま
め

を
和わ

し
て
煮に

る
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大
杓
轑
鐺
分
口
数　
　
　
　

大た
い
し
ゃ
く杓

も
て
鐺な

べ

を
轑き

し

ら
せ　

口こ
う
す
う数

に
分わ

か

つ

疫
鬼
聞
香
走
無
處　
　
　
　

疫え
き
き鬼　

香こ
う

を
聞き

き
て　

走は
し

り
て
處と

こ
ろ
な無

し

薑
屑
桂
澆
蔗
糖　
　
　
　

そ
う
き
ょ
う薑　

屑せ
っ
け
い桂　

蔗し
ょ
と
う糖

を
澆そ

そ

げ
ば

滑
甘
無
比
勝
黄
粱　
　
　
　

滑な
め

ら
か
に
甘あ

ま

き
こ
と
比た

ぐ

い
無な

く　

黄こ
う
り
ょ
う粱

に
勝ま

さ

る

全
家
団
欒
罷
晩
飯　
　
　
　

全ぜ
ん
か家　

団だ
ん
ら
ん欒

し
て　

晩ば
ん
は
ん飯

を
罷お

わ

れ
ば

在
遠
行
人
亦
留
分　
　
　
　

遠と
お

き
に
在あ

る
行こ

う
じ
ん人

も　

亦ま

た
分ぶ

ん

を
留と

ど

む

褓
中
孩
子
強
教
嘗　
　
　
　

褓ほ
ち
ゅ
う中

の
孩が

い
し子

も　

強し

い
て
嘗な

め
し
め

餘
波
徧
沾
獲
与
臧　
　
　
　

餘よ

は波　

徧あ
ま
ね

く
獲か

く

と
臧ぞ

う

と
に
沾う

る
お

す

新
元
叶
気
調
玉
燭　
　
　
　

新し
ん
げ
ん元

の
叶き

ょ
う
き気　

玉ぎ
ょ
く
し
ょ
く燭

を
調と

と
の

え

天
行
已
過
来
万
福　
　
　
　

天て
ん
こ
う
す
で

行
已
に
過す

ぎ
て　

万ば
ん
ぷ
く福

来き
た

る

物
無
疵
癘
年
穀
熟　
　
　
　

物も
の

に
疵し

れ
い
な

癘
無
く　

年ね
ん
こ
く
じ
ゅ
く

穀
熟
し

長
向
臘
残
分
豆
粥　
　
　
　

長な
が

く
臘ろ

う
ざ
ん残

に
向む

か

い
て　

豆と
う
し
ゅ
く粥

を
分わ

か

つ

●
口
数
粥
行
〔
口
数
粥
の
う
た
〕。
七
言
古
詩
（
楽
府
体
）。

〇
口
数
粥　

十
二
月
二
十
五
日
に
、
家
族
全
員
、
赤
ん
坊
か
ら
召
使
い
及
び
旅
行
中
の

者
の
分
ま
で
含
め
て
人
数
分
を
作
っ
て
共
に
食
べ
る
小
豆
粥
。
邪
気
を
払
う
と
い
う
。

人
数
分
作
る
か
ら
口
数
粥
と
い
う
。
南
宋
・
呉
自
牧
『
夢
粱
録
』
巻
六
、十
二
月
の
条

に
「
二
十
五
日
、
士
庶
の
家
、
赤
豆
の
粥
を
煮
て
食
神
を
祀
る
。
名
づ
け
て
人
口
粥
と

曰
う
。
猫
狗
有
る
者
も
亦
た
焉こ

れ

に
与
る
。
何
の
典
に
出
づ
る
か
を
知
ら
ず
。」
と
あ
る
。

清
・
顧
禄
『
清
嘉
録
』
巻
一
二
、十
二
月
、
口
数
粥
の
条
に
は
「
二
十
五
日
、
赤
豆
を
以

て
米
に
雑
え
て
粥
を
作
り
、
大
小
徧
く
餐
す
。
外
に
出
る
者
有
る
も
亦
た
覆
貯
し
て
之

を
待
つ
。
襁
褓
の
小
児
、
猫
犬
の
属
と
雖
も
亦
た
預
る
。
名
づ
け
て
口
数
粥
と
曰
い
、

以
て
瘟
気
を
辟
く
。或
い
は
豆
渣〔
お
か
ら
〕を
雑
え
て
之
を
食
う
。能
く
罪
過
を
免
る
。」

と
見
え
る
。

〇
煮
赤
豆
作
糜　
「
赤
豆
」は
あ
ず
き
。「
糜
」は
か
ゆ
。
な
お『
荊
楚
歳
時
記
』に
は「
冬

至
の
日
、
…
赤
豆
粥
を
作
り
、
以
て
疫
を
禳は

ら

う
」
と
冬
至
の
日
の
行
事
と
し
て
お
り
、

さ
ら
に
注
し
て
「
按
ず
る
に
共
工
氏
に
不
才
の
子
有
り
。
冬
至
を
以
て
死
し
、
疫
鬼
と

為
り
、
赤
豆
を
畏
る
。
故
に
冬
至
の
日
、
赤
豆
粥
を
作
り
、
以
て
之
を
禳
う
。」
と
あ
る
。

〇
闔
家　

家
族
全
員
。　

〇
辟
瘟
気　

は
や
り
や
ま
い
を
避
け
る
。　

〇
口
分　

人
数

分
。　

〇
正
月
望
日　

正
月
十
五
日
。

〇
大
杓
轑
鐺　

大
き
な
お
た
ま
で
鍋
の
底
を
こ
す
る
よ
う
に
粥
を
掬
い
と
る
。「
轑
」

は
こ
す
っ
て
音
を
立
て
る
。
き
し
ら
せ
る
。「
鐺
」
は
な
べ
。『
漢
書
』
楚
元
王
伝
に
、

漢
の
高
祖
が
微
賤
の
と
き
、
嫂
の
と
こ
ろ
に
客
を
連
れ
て
来
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ

た
が
、
嫂
は
こ
れ
を
嫌
い
、
偽
っ
て
釜
の
底
を
こ
す
っ
て
音
を
立
て
、
羹
の
無
く
な
っ

た
こ
と
を
示
し
て
客
を
追
い
返
し
た
。「
嫂
、
叔
の
客
と
与
に
来
た
る
を
厭
い
、
陽
り

て
羹
尽
き
た
り
と
為
し
て
釜
を
轑
ら
す
。
客 

故
を
以
て
去
る
。」
顔
師
古
の
注
に
「
勺

を
以
て
釜
を
轑
ら
せ
、
声
を
為
さ
し
む
る
な
り
。」
こ
こ
は
そ
の
表
現
を
使
っ
て
鍋
の

底
ま
で
全
部
掬
い
と
る
こ
と
を
示
し
た
。　

〇
疫
鬼　

流
行
病
を
起
こ
す
悪
霊
。　

〇

聞
香　
「
聞
」
は
に
お
い
を
嗅
ぐ
。　

〇

薑
屑
桂　
「

薑
」
は
細
か
く
刻
ん
だ
生
姜
。

「
屑
桂
」
は
細
か
く
砕
い
た
肉
桂
（
ニ
ッ
キ
）。　

〇
蔗
糖　

さ
と
う
き
び
の
汁
。　

〇

黄
粱　

あ
わ
の
一
種
。
お
お
あ
わ
。　

〇
在
遠
行
人　

遠
い
と
こ
ろ
に
い
る
旅
人
。「
行

人
」
は
旅
人
。　

〇
褓
中
孩
子　

お
む
つ
を
つ
け
た
赤
ん
坊
。「
褓
」
は
幼
児
の
か
い
ま

き
。
お
む
つ
。　

〇
餘
波　

余
り
も
の
。
余
沢
。　

〇
獲
与
臧　

お
ん
な
の
め
し
つ
か

い
と
お
と
こ
の
め
し
つ
か
い
。『
方
言
』
三
に
「
奴
を
罵
り
て
臧
と
曰
い
、
婢
を
罵
り
て

獲
と
曰
う
。」　

〇
新
元
叶
気　

新
春
元
旦
の
和
気
。「
新
元
」
は
正
月
一
日
。「
叶
」
は

や
わ
ら
ぐ
。　

〇
調
玉
燭　

四
時
の
気
候
が
調
和
す
る
。
四
時
の
気
候
が
調
和
す
れ
ば
、

万
物
の
光
り
輝
く
こ
と
玉
の
燭
の
如
く
な
の
で
い
う
。　

〇
天
行　

天
の
運
行
。『
易
』

乾
の
象
伝
に
「
天
行
健
な
り
。
君
子
以
て
自
強
し
て
息
ま
ず
。」　

〇
来
万
福　

よ
ろ
ず

の
さ
い
わ
い
が
や
っ
て
来
る
。『
史
記
』
河
渠
書
に
「
宣
房
塞
が
れ
て
万
福
来
る
。」　

〇

疵
癘　

わ
ざ
わ
い
。
や
ま
い
。　

〇
臘
残　

歳
末
。

ど
こ
の
家
で
も
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、
真
珠
の
よ
う
な
白
い
米
を
と
い
で
、
小

豆
を
混
ぜ
て
炊
く
。
大
き
な
お
た
ま
で
鍋
の
底
ま
で
こ
す
っ
て
、
家
族
み
ん
な
の
人
数

分
を
取
り
分
け
る
。
疫
病
神
は
そ
の
お
粥
の
香
り
を
か
い
で
、
ど
こ
へ
逃
げ
た
ら
い
い

か
、
慌
て
て
う
ろ
う
ろ
す
る
。
細
か
く
刻
ん
だ
生
姜
や
砕
い
た
肉
桂
、
そ
れ
に
さ
と
う

き
び
の
汁
を
混
ぜ
れ
ば
、
と
ろ
り
と
甘
い
そ
の
う
ま
さ
は
抜
群
で
、
黄
粱
に
も
ま
さ
る
。

一
家
団
欒
し
て
晩
飯
を
食
い
終
わ
る
と
、
遠
く
に
出
か
け
て
い
る
旅
人
の
分
も
ま
た
取

り
分
け
る
。
お
む
つ
を
し
た
赤
ん
坊
に
ま
で
強
い
て
な
め
さ
せ
、
余
り
は
家
の
召
使
た

ち
全
員
に
お
す
そ
分
け
。
新
春
元
旦
の
和
気
は
、
今
年
一
年
の
天
候
を
調
和
さ
せ
、
天

の
運
行
が
順
調
に
進
む
以
上
は
、
す
べ
て
の
福
を
招
く
こ
と
が
で
き
る
。
も
の
み
な
わ
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ざ
わ
い
も
な
く
、
穀
物
は
豊
か
に
熟
し
、
ず
っ
と
年
の
暮
れ
ま
で
食
事
を
分
け
合
う
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

爆ば
く
ち
く
こ
う

竹
行

其
五
爆
竹
行
。
此
他
郡
所
同
、
而
呉
中
特
盛
。
悪
鬼
蓋
畏
此
声
。
古
以
歳
朝
、
而
呉
以

二
十
五
夜
。

（
其
の
五
、
爆
竹
の
行う

た

。
此
れ
他
郡
も
同
じ
き
所
に
し
て
、
呉
中
特
に
盛
ん
な
り
。
悪

鬼
蓋
し
此
の
声
を
畏
る
。
古
は
歳
朝
を
以
て
し
て
、
呉
は
二
十
五
夜
を
以
て
す
。）

歳
朝
爆
竹
伝
自
昔　
　
　
　

歳さ
い
ち
ょ
う朝

の
爆ば

く
ち
く竹

は
昔む

か
し

自よ

り
伝つ

た

う

呉
儂
政
用
前
五
日　
　
　
　

呉ご
の
う儂

は
政ま

さ

に
前ぜ

ん
ご
じ
つ

五
日
を
用も

っ

て
す

食
残
豆
粥
掃
罷
塵　
　
　
　

食し
ょ
く
ざ
ん残

の
豆と

う
し
ゅ
く粥　

塵ち
り

を
掃は

ら

い
罷お

わ

り

截
筒
五
尺
煨
以
薪　
　
　
　

筒つ
つ

を
截き

る
こ
と
五ご

し
ゃ
く尺　

煨あ
ぶ

る
に
薪た

き
ぎ

を
以も

っ

て
す

節
間
汗
流
火
力
透　
　
　
　

節せ
つ
か
ん間　

汗あ
せ

流な
が

れ
て　

火か
り
ょ
く力

透と
お

る

健
僕
取
将
仍
疾
走　
　
　
　

健け
ん
ぼ
く僕　

取と

り
将も

つ
や　

仍よ

り
て
疾し

っ
そ
う走

す

児
童
却
立
避
其
鋒　
　
　
　

児じ
ど
う童　

却し
り
ぞ

き
立た

ち
て　

其そ

の
鋒ほ

う

を
避さ

く

当
堦
撃
地
雷
霆
吼　
　
　
　

堦か
い

に
当あ

た

り
地ち

に
撃う

て
ば　

雷ら
い
て
い
ほ

霆
吼
ゆ

一
声
両
声
百
鬼
驚　
　
　
　

一い
っ
せ
い
り
ょ
う
せ
い

声
両
声　

百ひ
ゃ
っ
き
お
ど
ろ

鬼
驚
き

三
声
四
声
鬼
巣
傾　
　
　
　

三さ
ん
せ
い
し
せ
い

声
四
声　

鬼き
そ
う
か
た
む

巣
傾
く

十
声
百
声
神
道
寧　
　
　
　

十じ
っ
せ
い
ひ
ゃ
く
せ
い

声
百
声　

神し
ん
ど
う
や
す

道
寧
く

八
方
上
下
皆
和
平　
　
　
　

八は
っ
ぽ
う
じ
ょ
う
げ

方
上
下　

皆み

な
和わ

へ
い平

却
拾
焦
頭
畳
牀
底　
　
　
　

却か
え

っ
て
焦し

ょ
う
と
う頭

を
拾ひ

ろ

っ
て　

牀し
ょ
う
て
い底

に
畳し

け
ば

猶
有
餘
威
可
駆
厲　
　
　
　

猶な

お
餘よ

い

あ
威
有
り
て　

厲れ
い

を
駆か

る
可べ

し

屛
去
薬
物
添
酒
杯　
　
　
　

薬や
く
ぶ
つ物

を
屛へ

い
き
ょ去

し
て　

酒し
ゅ
は
い杯

を
添そ

え

尽
日
嬉
游
夜
濃
睡　
　
　
　

尽じ
ん
じ
つ
き
ゆ
う

日
嬉
游
し
て　

夜よ
る

は
濃の

う
す
い睡

●
爆
竹
行
〔
爆
竹
の
う
た
〕。
七
言
古
詩
（
楽
府
体
）。

〇
爆
竹　

今
は
火
薬
を
使
っ
た
爆
竹
が
普
通
だ
が
、
こ
こ
は
そ
れ
以
前
の
竹
筒
を
火
に

あ
ぶ
っ
て
爆
発
さ
せ
る
爆
竹
。
火
薬
に
よ
る
爆
竹
は
「
爆
杖
」
と
呼
ば
れ
、
み
や
こ
臨

安
や
そ
の
周
辺
で
こ
の
時
代
、
普
及
し
は
じ
め
て
い
た
。
南
宋
末
期
の
呉
自
牧
『
夢
粱

録
』十
二
月
に「
又
爆
杖
、成
架
烟
火
の
類
を
市う

る
有
り
」と
あ
る
。　

〇
歳
朝　

元
旦
。

〇
二
十
五
夜　

十
二
月
二
十
五
日
の
夜
。

〇
呉
儂　

呉
の
地
方
の
人
。
呉
の
地
方
で
は
自
分
の
こ
と
を
「
儂
」「
我
儂
」
と
称
し
、

人
を
「
渠
儂
」「
箇
儂
」「
他
儂
」
と
称
す
る
な
ど
、
人
を
称
し
て
「
儂
」
と
い
う
こ
と

が
多
い
。
そ
こ
で
呉
儂
は
呉
人
を
指
す
。　

〇
政　

正
に
同
じ
。
ま
さ
に
。　

〇
前
五

日　

元
日
の
前
五
日
、
つ
ま
り
十
二
月
二
十
五
日
。　

〇
截
筒
五
尺　
「
筒
」
は
竹
筒
。

宋
代
の
五
尺
は
一
五
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。　

〇
汗
流　

竹
の
表
皮
に
あ
ぶ
ら
が

に
じ
み
出
す
。　

〇
火
力
透　

竹
の
節
の
中
に
ま
で
火
力
が
透
る
。　

〇
健
僕　

元
気

の
い
い
下
僕
。　

〇
当
堦
撃
地　

石
の
階
段
の
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
っ
て
地
面
（
石

の
上
）
に
叩
き
つ
け
る
。　

〇
雷
霆　

雷
も
霆
も
か
み
な
り
、
い
か
づ
ち
。
〇
百
鬼　

中
国
の
「
鬼
」
は
日
本
の
オ
ニ
と
は
異
な
り
、
死
者
の
幽
霊
や
人
に
害
悪
を
も
た
ら
す

悪
霊
な
ど
の
総
称
。　

〇
神
道　

神
祇
、
神
霊
、
先
祖
の
霊
魂
な
ど
を
指
す
。
〇
牀
底

ベ
ッ
ド
の
下
。　

〇
駆
厲　

悪
霊
の
祟
り
を
追
い
払
う
。

元
旦
の
爆
竹
は
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
行
事
だ
が
、
呉
の
人
た
ち
は
そ
れ
を
ち
ょ

う
ど
五
日
前
の
十
二
月
二
十
五
日
に
行
う
。
夕
食
の
片
づ
け
が
す
っ
か
り
終
わ
っ
て

か
ら
、
竹
筒
を
五
尺
（
一
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
）
の
長
さ
に
切
っ
て
、
薪
の
上
で
あ
ぶ
る
。

節
と
節
の
間
に
あ
ぶ
ら
が
に
じ
ん
で
き
た
ら
中
ま
で
火
が
透
る
。
そ
れ
を
元
気
の
い
い

下
僕
が
さ
っ
と
つ
か
む
や
、
そ
の
ま
ま
大
急
ぎ
で
走
り
出
す
。
子
供
た
ち
は
そ
れ
を
見

る
と
後
ず
さ
り
し
て
そ
の
竹
棒
を
よ
け
る
。
石
段
の
と
こ
ろ
で
え
い
っ
と
地
面
に
叩
き

つ
け
る
と
、
パ
ー
ン
と
雷
の
よ
う
な
音
が
鳴
る
。
パ
ン
パ
ー
ン
と
鳴
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
鬼

ど
も
が
び
っ
く
り
し
、
三
発
四
発
鳴
る
と
鬼
ど
も
の
住
ま
い
も
ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま

う
。
十
発
百
発
鳴
れ
ば
神
様
た
ち
は
安
心
し
、四
方
八
方
、上
下
も
す
べ
て
、み
な
平
安
。

焦
げ
た
竹
の
切
れ
端
を
拾
っ
て
ベ
ッ
ド
の
下
に
敷
け
ば
、
そ
の
威
力
の
余
勢
で
疫
病
神

を
追
い
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
夜
ば
か
り
は
薬
な
ど
飲
む
の
を
や
め
て
、
も
う
少
し

酒
を
飲
も
う
。
今
日
一
日
楽
し
く
遊
ん
だ
こ
と
だ
し
、
夜
は
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
ぞ
。

焼し
ょ
う
か
ぼ
ん
こ
う

火
盆
行

其
六
焼
火
盆
行
。
爆
竹
之
夕
、
人
家
各
又
於
門
首
燃
薪
満
盆
、
無
貧
富
皆
爾
。
謂
之
相

暖
熱
。
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（
其
の
六
、
焼
火
盆
の
行う

た

。
爆
竹
の
夕
、
人
家
各
々
又
た
門
首
に
於
い
て
薪
を
燃
や
し

て
盆
に
満
つ
。
貧
富
と
無
く
皆
な
爾
り
。
之
を
相
暖
熱
す
と
謂
う
。）

春
前
五
日
初
更
後　
　
　
　

春し
ゅ
ん
ぜ
ん
い
つ
か

前
五
日　

初し
ょ
こ
う更

の
後の

ち

排
門
然
火
如
晴
昼　
　
　
　

門も
ん

を
排ひ

ら

き
火ひ

を
然も

や
し
て　

晴せ
い
ち
ゅ
う昼

の
如ご

と

し

大
家
薪
乾
勝
豆
黠　
　
　
　

大た
い
か家

は
薪ま

き
か
わ乾

き
て　

豆と
う
け
つ黠

に
勝ま

さ

り

小
家
帯
葉
焼
生
柴　
　
　
　

小し
ょ
う
か家

は
葉は

を
帯お

び
て　

生せ
い
さ
い柴

を
焼や

く

青
煙
満
城
天
半
白　
　
　
　

青せ
い
え
ん煙　

城ま
ち

に
満み

ち
て　

天て
ん
な
か半

ば
白し

ろ

く

棲
鳥
驚
啼
飛
格
磔　
　
　
　

棲せ
い
ち
ょ
う鳥　

驚お
ど
ろ

き
啼な

き
て　

飛と

ぶ
こ
と
格か

く
た
く磔

児
孫
圍
坐
犬
鶏
忙　
　
　
　

児じ
そ
ん孫　

圍い

ざ坐
し
て　

犬け
ん
け
い鶏

は
忙い

そ
が

し

鄰
曲
歓
笑
遥
相
望　
　
　
　

鄰り
ん
き
ょ
く曲　

歓か
ん
し
ょ
う笑

し
て　

遥は
る

か
に
相あ

い
望の

ぞ

む

黄
宮
気
応
纔
両
月　
　
　
　

黄お
う
き
ゅ
う宮

の
気き

お
う応

じ
て　

纔わ
ず

か
に
両り

ょ
う
げ
つ月

歳
陰
猶
驕
風
栗
烈　
　
　
　

歳さ
い
い
ん陰　

猶な

お
驕お

ご

り
て　

風か
ぜ
り
つ
れ
つ

栗
烈

将
迎
陽
豔
作
好
春　
　
　
　

陽よ
う
え
ん豔

を
将し

ょ
う
げ
い迎

し
て
好こ

う
し
ゅ
ん春

を
作な

さ
ん
と
す
れ
ば

政
要
火
盆
生
煖
熱　
　
　
　

政ま
さ

に
要よ

う

す　

火か
ぼ
ん盆　

煖だ
ん
ね
つ熱

を
生し

ょ
う

ず
る
を

●
焼
火
盆
行
〔
焼
火
盆
の
う
た
〕。
七
言
古
詩
（
楽
府
体
）。

〇
焼
火
盆　

家
の
門
の
前
で
薪
を
高
く
積
み
上
げ
火
を
燃
や
し
、春
を
呼
ぶ
行
事
。
清
・

顧
禄
『
清
嘉
録
』
巻
十
二
、十
二
月
、
焼
松
盆
の
条
に
「
是
の
夜
〔
＝
十
二
月
二
十
五
日

の
夜
〕、
郷
農
の
人
家
、
各
々
門
首
に
於
い
て
松
柴
を
架
し
て
井
字
の
形
に
成
し
、
屋

に
齊ひ

と

し
く
し
、火
を
挙
げ
て
之
を
焚
く
。煙
焔 

天
を
燭
し
、爛
と
し
て
霞
布〔
ゆ
う
や
け
〕

の
如
し
。
之
を
焼
松
盆
と
謂
う
。」
と
あ
る
。　

〇
春
前
五
日
初
更
後　

十
二
月
二
十
五
日
の
夜
八
時
過
ぎ
。　

〇
排
門　

門
を
お
し
開

く
。　

〇
大
家　

大
き
い
家
、
富
貴
な
家
。　

〇
豆
黠　

ま
め
が
ら
。
豆
を
取
っ
た
後

の
く
き
や
か
ら
。
焚
き
つ
け
に
す
る
。　

〇
小
家　

小
さ
い
家
、
貧
し
い
家
。　

〇
帯

葉
焼
生
柴　
「
焼
帯
葉
生
柴
」
の
倒
装
。
葉
が
つ
い
た
ま
ま
の
な
ま
の
木
の
枝
を
燃
や

す
。　

〇
飛
格
磔　
「
格
磔
」
は
擬
声
語
で
鳥
が
パ
タ
パ
タ
飛
ぶ
様
子
。　

〇
圍
坐

火
を
囲
ん
で
座
る
。　

〇
黄
宮
気
応
纔
両
月　
「
黄
宮
」
は
音
律
の
名
で
黄
鐘
の
こ
と
。

六
律
六
呂
の
基
本
と
な
る
音
。
陰
暦
十
一
月
に
配
す
。『
礼
記
』
月
令
に
「
仲
冬
の
月
、

其
の
音
は
羽
、
律
は
黄
鐘
に
中
る
」。
そ
の
鄭
玄
注
に
「
黄
鐘
は
律
の
始
め
、
…
仲
冬

の
気
至
れ
ば
、
則
ち
黄
鐘
の
律 

応
ず
」
と
あ
る
。
仲
冬
（
十
一
月
）
か
ら
始
ま
っ
て

十
二
月
末
ま
で
わ
ず
か
に
二
カ
月
。
〇
歳
陰
猶
驕　
「
歳
陰
」
は
年
の
暮
れ
。
も
う
じ

き
新
春
が
来
る
と
い
う
の
に
陰
の
気
が
ま
だ
が
ん
ば
っ
て
い
る
。　

〇
栗
烈　

冬
の
寒

気
の
烈
し
い
さ
ま
。『
詩
経
』豳
風
・
七
月
に「
二
の
日
栗
烈
た
り
」。　

〇
将
迎　

迎
接
。

む
か
え
る
。　

〇
陽
豔　

春
を
指
す
。　

〇
政　

正
に
同
じ
。
ま
さ
に
。

新
春
前
の
十
二
月
二
十
五
日
、
午
後
八
時
過
ぎ
。
門
を
お
し
開
き
、
門
の
前
で
火
を

燃
や
す
。
ま
る
で
昼
間
の
よ
う
に
あ
か
あ
か
と
明
る
い
。
高
貴
な
家
で
は
よ
く
乾
い
た

薪
を
使
う
の
で
、
豆
が
ら
な
ど
い
ら
な
い
。
貧
し
い
家
で
は
葉
の
つ
い
た
生
乾
き
の
木

の
枝
な
ど
を
燃
や
す
。
青
い
煙
が
街
中
に
広
が
っ
て
、空
も
半
分
白
く
な
る
。
巣
に
戻
っ

て
寝
て
い
た
鳥
た
ち
も
び
っ
く
り
し
て
鳴
き
騒
ぎ
、
パ
タ
パ
タ
と
飛
び
立
つ
。
子
供
た

ち
は
火
を
囲
ん
で
ま
る
く
座
り
、
じ
っ
と
火
を
見
守
る
。
犬
や
ニ
ワ
ト
リ
は
火
に
驚
い

て
忙
し
く
走
り
回
る
。
近
所
の
人
た
ち
は
楽
し
げ
に
笑
い
な
が
ら
遠
く
か
ら
眺
め
て
い

る
。
仲
冬
の
気
が
至
り
、
黄
鐘
が
応
じ
た
十
一
月
よ
り
、
わ
ず
か
に
二
月
ば
か
り
の
こ

の
歳
末
、
新
春
も
目
の
前
と
い
う
の
に
、
陰
の
気
は
ま
だ
が
ん
ば
っ
て
い
て
、
風
は
肌

を
刺
す
よ
う
に
冷
た
い
。
春
を
お
迎
え
し
て
好
い
新
年
に
し
よ
う
と
思
う
な
ら
、
是
非

と
も
火
盆
の
火
が
ポ
ッ
カ
ポ
カ
の
熱
気
を
生
ず
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

照し
ょ
う
で
ん
さ
ん
こ
う

田
蠶
行

其
七
照
田
蠶
詞
。
与
焼
火
盆
同
日
。
村
落
則
以
禿
帚
若
麻
黠
竹
枝
輩
燃
火
炬
、
縛
長
竿

之
杪
以
照
田
。
爛
然
徧
野
、
以
祈
絲
穀
。

（
其
の
七
、照
田
蠶
の
詞
。
焼
火
盆
と
同
日
な
り
。
村
落
に
は
則
ち
禿
帚
若
し
く
は
麻
黠
・

竹
枝
の
輩
を
以
て
火
炬
を
燃
や
し
、
長
竿
の
杪さ

き

に
縛
り
て
以
て
田
を
照
ら
す
。
爛
然
と

し
て
野
に
徧
く
、
以
て
絲
穀
を
祈
る
。）

郷
村
臘
月
二
十
五　
　
　
　

郷き
ょ
う
そ
ん村　

臘ろ
う
げ
つ
に
じ
ゅ
う
ご

月
二
十
五

長
竿
然
炬
照
南
畝　
　
　
　

長ち
ょ
う
か
ん竿　

炬き
ょ

を
然も

や
し
て　

南な
ん
ぼ畝

を
照て

ら
す

近
似
雲
開
森
列
星　
　
　
　

近ち
か

づ
け
ば
雲く

も
ひ
ら開

き
て　

森し
ん
れ
つ列

せ
る
星ほ

し

の
似ご

と

く

遠
如
風
起
飄
流
蛍　
　
　
　

遠と
お

ざ
か
れ
ば
風か

ぜ

起お
こ

り
て　

飄ひ
ょ
う
り
ゅ
う流

せ
る
蛍ほ

た
る

の
如ご

と

し

今
春
雨
雹
繭
絲
少　
　
　
　

今こ
ん
し
ゅ
ん春　

雹ひ
ょ
う
ふ雨

り
て　

繭け
ん
し絲

少す
く
なく
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秋
日
雷
鳴
稲
堆
小　
　
　
　

秋し
ゅ
う
じ
つ日　

雷ら
い
め
い鳴

あ
り
て　

稲と
う
た
い
し
ょ
う

堆
小
な
り
き

儂
家
今
夜
火
最
明　
　
　
　

儂わ

が
家や　

今こ
ん
や夜　

火ひ

最も
っ
と

も
明あ

き

ら
か
な
り

的
知
新
歳
田
蠶
好　
　
　
　

的た
し

か
に
知し

る　

新し
ん
さ
い歳

は
田で

ん
さ
ん
よ

蠶
好
か
ら
ん
と

夜
闌
風
焔
西
復
東　
　
　
　

夜
よ
る
た
け
な
わ

闌
に
し
て　

風ふ
う
え
ん焔　

西に
し
ま復

た
東ひ

が
し

此
占
最
吉
餘
難
同　
　
　
　

此こ

の
占せ

ん　

最も
っ
と

も
吉き

ち

に
し
て　

餘よ

は
同ど

う

じ
難が

た

し

不
惟
桑
賤
穀
芃
芃　
　
　
　

惟た
だ

に
桑そ

う
や
す賤

く　

穀こ
く
ほ
う
ほ
う

芃
芃
た
る
の
み
な
ら
ず

仍
更
苧
麻
無
節
菜
無
蟲　
　

仍な

お
更さ

ら

に
苧ち

ょ
ま麻

に
節せ

つ
な無

く　

菜さ
い

に
蟲む

し
な無

か
ら
ん

●
照
田
蠶
行
〔
照
田
蠶
の
う
た
〕。
序
文
は
「
照
田
蠶
詞・

」。
七
言
古
詩
（
楽
府
体
）。

〇
照
田
蠶　

清
・
顧
禄
『
清
嘉
録
』
巻
一
二
、十
二
月
、
照
田
財
の
条
に
「
村
農
、
長
竿

を
以
て
燈
を
燃
や
し
て
田
間
に
挿
し
、秋み

の

り
有
る
を
祈
る
と
云
う
。
焔
高
き
者
は
稔
る
。

之
を
照
田
財
と
謂
う
。」
と
あ
り
、
ま
た
そ
の
案
語
に
引
く
『
呉
江
県
志
』
に
云
う
、「
郷

村
の
人
、
田
中
に
就
き
て
長
竿
を
立
て
、
藁
篠
を
用
て
爆
竹
を
夾
み
て
其
の
上
に
縛
り
、

四
旁
金
鼓
の
声
絶
え
ず
。
初
更
自
り
起
り
て
夜
半
に
至
る
ま
で
、
乃
ち
火
を
挙
げ
て
之

を
焚
き
、
名
づ
け
て
焼
田
財
と
曰
う
。
黎
里
屯
村
に
盛
ん
な
り
と
為
す
。
蓋
し
昔
の

照
田
蠶
の
俗
に
類
す
と
云
う
。」　

〇
禿
帚
若
麻
黠　
「
禿
帚
」
は
使
い
古
し
た
ほ
う
き
。

「
麻
黠
」
は
お
が
ら
、麻
の
茎
。　

〇
杪　

さ
き
、先
端
。　

〇
爛
然　

明
ら
か
な
さ
ま
、

か
が
や
か
し
い
さ
ま
。　

〇
祈
絲
穀　

養
蚕
と
農
耕
の
成
功
を
祈
る
。

〇
炬　

た
い
ま
つ
。
か
が
り
火
。　

〇
南
畝　

農
地
。『
詩
経
』
豳
風
・
七
月
に
「
我

が
婦
子
と
同
じ
く
／
彼
の
南
畝
に
饁

か
れ
い
ひす

」。　

〇
森
列
星　

森
列
は
つ
ら
な
り
な
ら
ぶ
。

星
が
空
一
面
に
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
る
よ
う
だ
。　

〇
漂
流
蛍　

風
に
吹
か
れ
て
蛍
が

ふ
わ
ふ
わ
と
漂
い
流
れ
て
飛
ん
で
い
る
よ
う
だ
。　

〇
雨
雹　
「
雨
」
は
去
声
に
読
ん

で
動
詞
「
ふ
る
」。　

〇
秋
日
雷
鳴
稲
堆
小　

范
成
大
「
秋
雷
嘆
」
に
も
「
立
秋
の
雷
は

万
斛
を
損
す
／
呉
儂
此
れ
を
記
し
て
年
穀
を
占
う
」
と
あ
り
、そ
の
題
下
の
自
注
に
「
呉

諺
に
云
う
、
秋
孛
轆
〔
雷
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
る
〕
す
れ
ば
万
斛
を
損
す
、
と
。
立
秋
の
日
の

雷
を
謂
う
な
り
。」
と
あ
る
。「
稲
堆
」
は
積
み
上
げ
た
稲
の
や
ま
。
そ
れ
が
小
さ
か
っ

た
と
は
、
収
穫
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。　

〇
的
知　

確
か
に
知
る
。　

〇
此
占

最
吉
餘
難
同　

風
の
中
で
焔
が
西
に
東
に
揺
ら
め
く
の
は
豊
作
の
前
兆
で
、
何
に
も
ま

し
て
め
で
た
い
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
あ
る
占
い
の
中
で
こ
れ
が
最
も
霊
験
た
し
か
で
、
そ

れ
以
外
の
占
い
は
同
等
に
は
扱
え
な
い
。
韓
愈
の
「
衡
嶽
廟
に
謁
し
て
遂
に
嶽
寺
に
宿

し
、
門
楼
に
題
す
」
の
詩
に
「
手
に
杯
珓
〔
二
枚
の
半
月
型
の
木
の
札
で
、
投
げ
て
そ
の
裏

表
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
吉
凶
を
占
う
〕
を
持
ち
て
我
を
導
い
て
擲な

げ
う

た
し
む
／
云
う
此
れ

最
も
吉
に
し
て 

餘
は
同
じ
難
し
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。　

〇
桑
賤　

桑
の
葉
の
値
段

が
安
い
。
農
家
が
桑
の
葉
を
余
所
か
ら
買
い
入
れ
て
い
た
こ
と
は
、
范
成
大
「
曬
繭
」

に
「
葉
貴
く
蠶
飢
え
て
死
せ
ん
と
欲
す
る
を
危
ぶ
み
／
尚
お
能
く
包
裹
す
一
絲
の
窠
」

と
あ
り
、
同
詩
の
題
下
の
自
注
に
も
「
俗
伝
に
葉
貴
け
れ
ば
即
ち
蠶
熟
す
と
。
今
歳
正

に
爾
り
」
と
い
う
、そ
の
「
葉
貴
」
の
表
現
に
よ
っ
て
も
分
か
る
。　

〇
芃
芃　
「
芃
芃
」

は
草
木
が
盛
ん
に
繁
る
さ
ま
。
稲
な
ど
の
よ
く
伸
び
る
さ
ま
。『
詩
経
』
曹
風
・
下
泉

に
「
芃
芃
た
る
黍
苗
／
陰
雨
之
を
膏
す
」。　

〇
苧
麻　

か
ら
む
し
。
麻
の
一
種
。
い

ら
く
さ
科
の
多
年
生
草
本
。
皮
の
繊
維
で
布
を
織
る
。「
節
」
が
な
け
れ
ば
長
い
繊
維

が
取
れ
る
。

故
郷
の
村
の
十
二
月
二
十
五
日
。
長
い
竿
の
先
に
か
が
り
火
を
つ
け
て
、
夜
、
田
ん

ぼ
を
は
し
か
ら
は
し
ま
で
照
ら
し
て
回
る
。
近
づ
い
て
見
れ
ば
、
雲
が
切
れ
て
夜
空
が

広
が
り
、
そ
こ
に
星
々
が
一
面
に
並
ん
で
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
遠
ざ
か
っ

て
見
れ
ば
、
風
が
吹
い
て
き
て
、
蛍
が
風
に
流
さ
れ
漂
っ
て
ゆ
ら
ゆ
ら
飛
ん
で
い
る
よ

う
だ
。
思
え
ば
今
年
の
春
は
雹
が
降
っ
て
、
蚕
の
収
穫
が
う
ま
く
い
か
ず
、
繭
も
糸
も

不
出
来
だ
っ
た
。
秋
に
は
雷
が
鳴
っ
て
、
稲
の
収
穫
も
乏
し
か
っ
た
。
し
か
し
今
夜
の

わ
が
家
の
か
が
り
火
は
ど
う
だ
。
村
一
番
の
明
る
さ
だ
ぞ
。
だ
か
ら
は
っ
き
り
と
分
か

る
ん
だ
。
来
年
は
田
ん
ぼ
も
養
蚕
も
絶
対
う
ま
く
い
く
と
ね
。
夜
も
深
ま
っ
て
、
風
の

中
で
焔
が
西
に
東
に
揺
ら
め
い
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
来
年
の
豊
収
の
前
兆
だ
。
い
ろ
い

ろ
あ
る
占
い
の
中
で
も
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
そ
れ
以
外
の
占
い
は
比

較
に
な
ら
ぬ
。
桑
の
葉
が
元
気
に
繁
っ
て
値
段
が
安
く
、
穀
物
も
す
く
す
く
と
元
気
に

育
つ
ぞ
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
か
ら
む
し
は
節
な
く
伸
び
て

い
い
皮
が
取
れ
る
し
、
野
菜
に
も
虫
は
付
か
な
い
だ
ろ
う
。

分ぶ
ん
さ
い
し

歳
詞

其
八
分
歳
詞
。
除
夜
祭
其
先
竣
事
、
長
幼
聚
飲
、
祝
頌
而
散
。
謂
之
分
歳
。

（
其
の
八
、
分
歳
の
詞
。
除
夜 

其
の
先
を
祭
り
て
事
を
竣お

え
れ
ば
、
長
幼
聚
飲
し
、
祝

頌
し
て
散
ず
。
之
を
分
歳
と
謂
う
。）
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質
明
奉
祠
今
古
同　
　
　
　

質し
つ
め
い明　

祠し

を
奉ほ

う

ず
る
は　

今き
ん
こ古

同お
な

じ

呉
儂
用
昏
蓋
土
風　
　
　
　

呉ご
の
う儂　

昏こ
ん

を
用も

っ

て
す
る
は　

蓋け
だ

し
土ど

ふ
う風

な
り

礼
成
廃
撤
夜
未
艾　
　
　
　

礼れ
い
な成

り　

廃は
い
て
つ撤

し
て　

夜よ
る
い
ま未

だ
艾ひ

さ

し
か
ら
ず

飲
福
之
餘
即
分
歳　
　
　
　

飲い
ん
ぷ
く福

の
餘よ　

即す
な
わ

ち
分ぶ

ん
さ
い歳

す

地
爐
火
軟
蒼
朮
香　
　
　
　

地ち

ろ爐　

火ひ

軟や
わ

ら
か
に
し
て　

蒼そ
う
じ
ゅ
つ
か
お

朮
香
り

飣
盤
果
餌
如
蜂
房　
　
　
　

飣て
い
ば
ん盤

の
果か

じ餌　

蜂ほ
う
ぼ
う房

の
如ご

と

し

就
中
脆
餳
専
節
物　
　
　
　

就な
か
ん
ず
く中　

脆ぜ
い
と
う餳

は
専も

っ
ぱ

ら
節せ

つ
ぶ
つ物

四
座
歯
頬
鏘
冰
霜　
　
　
　

四し

ざ座
の
歯し

き
ょ
う頬　

冰ひ
ょ
う
そ
う
そ
う

霜
鏘
た
り

小
児
但
喜
新
年
至　
　
　
　

小し
ょ
う
じ児

は
但た

だ
新し

ん
ね
ん年

の
至い

た

る
を
喜よ

ろ
こ

び

頭
角
長
成
添
意
気　
　
　
　

頭と
う
か
く角

は
長ち

ょ
う
せ
い成

し
て
意い

き気
を
添そ

う

老
翁
把
盃
心
茫
然　
　
　
　

老ろ
う
お
う翁

は
盃さ

か
ず
き

を
把と

り
て
心こ

こ
ろ
ぼ
う
ぜ
ん

茫
然

増
年
翻
是
減
吾
年　
　
　
　

年と
し

を
増ま

す
は
翻か

え

っ
て
是こ

れ
吾わ

が
年と

し

を
減げ

ん

ず

荊
釵
勧
酒
仍
祝
願　
　
　
　

荊け
い
さ
い釵

は
酒さ

け

を
勧す

す

め
て
仍な

お
祝し

ゅ
く
が
ん願

す

但
願
尊
前
且
強
健　
　
　
　

但た

だ
願ね

が

わ
く
は　

尊そ
ん
ぜ
ん前　

且し
ば
ら

く
強き

ょ
う
け
ん健

な
れ

君
看
今
歳
旧
交
親　
　
　
　

君き
み
み看

よ　

今こ
ん
さ
い歳　

旧き
ゅ
う
こ
う交

の
親し

ん

大
有
人
無
此
盃
分　
　
　
　

大お
お

い
に
人ひ

と
あ有

り
や
無い

な

や　

此こ

の
盃さ

か
ず
き

の
分ぶ

ん

老
翁
飲
罷
笑
撚
鬚　
　
　
　

老ろ
う
お
う
の

翁
飲
み
罷お

わ

り　

笑わ
ら

い
て
鬚ひ

げ

を
撚ひ

ね

る

明
朝
重
来
酔
屠
蘇　
　
　
　

明み
ょ
う
ち
ょ
う
か
さ

朝
重
ね
て
来き

た

ら
ば　

屠と

そ蘇
に
酔よ

わ
ん

●
分
歳
詞
〔
分
歳
の
う
た
〕。
七
言
古
詩
（
楽
府
体
）。

〇
分
歳　

年
越
し
の
夜
に
相
聚
ま
っ
て
宴
を
開
き
、
半
夜
に
至
っ
て
宴
を
終
え
解
散
す

る
こ
と
。
半
夜
を
境
に
新
旧
の
年
が
分
か
れ
る
の
で
分
歳
と
い
う
。
范
成
大
の
『
呉
郡

志
』
巻
二
風
俗
に
も
「
除
夜
祭
り
畢
ら
ば
、
則
ち
復
た
爆
竹
し
、
蒼
朮
及
び
辟
瘟
丹
を

焚
く
。
家
人
酒
を
飲
み
、
分
歳
と
名
づ
く
。
食
物
に
膠
牙
餳
有
り
。」
と
あ
る
。　

〇

祭
其
先
竣
事　

そ
の
先
祖
を
祭
っ
て
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
。
竣
事
は
事
を
終
る
。

〇
質
明　

夜
明
け
が
た
。
質
は
ち
ょ
う
ど
の
意
。　

〇
奉
祠　

先
祖
の
祭
祀
を
す
る
。

〇
礼
成
廃
撤　

先
祖
を
祭
祀
す
る
礼
が
終
わ
る
と
先
祖
に
奉
げ
た
礼
器
や
礼
物
を
取

り
下
ろ
す
。
礼
物
は
福
物
（
な
お
ら
い
）
と
し
て
皆
で
い
た
だ
く
の
で
あ
る
。　

〇
夜

未
艾　
「
艾
」
は
久
し
い
。
夜
未
だ
艾
し
か
ら
ず
と
は
ま
だ
夜
が
更
け
て
い
な
い
、
夜

更
け
ま
で
時
間
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。　

〇
飲
福
之
餘　

祭
壇
か
ら
下
し
た
酒
肉
を

福
物
と
し
て
い
た
だ
き
お
わ
っ
た
ら
。　

〇
蒼
朮　

薬
草
の
名
。
お
け
ら
。
キ
ク
科
の

多
年
草
。『
本
草
』
に
「
之
を
服
す
れ
ば
、
人
を
し
て
長
生
辟
穀
、
神
仙
に
到
ら
し
む
」

と
あ
る
。　

〇
飣
盤
果
餌　
「
飣
盤
」
は
食
物
を
並
べ
る
円
い
皿
。「
果
餌
」
は
甘
い
菓

子
や
飴
の
類
。「
果
」
は
く
だ
も
の
で
は
な
く
、
日
本
語
に
も
残
っ
て
い
る
菓
子
の
意
。

〇
蜂
房　

ハ
チ
の
巣
。
甘
い
も
の
が
並
ん
で
、
ま
る
で
蜜
い
っ
ぱ
い
の
ハ
チ
の
巣
の
よ

う
だ
と
い
う
こ
と
。　

〇
脆
餳　

や
わ
ら
か
い
飴
。「
餳
」
は
糖
に
同
じ
。
次
句
の
表

現
か
ら
想
像
す
れ
ば
、
今
の
冰
脆
龍
鬚
糖
の
類
か
。
白
く
て
細
い
鬚
の
よ
う
な
糖
は
、

長
寿
を
象
徴
す
る
め
で
た
い
食
べ
物
と
し
て
大
切
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。　

〇
節
物

二
十
四
節
気
な
ど
の
時
節
に
応
じ
た
品
物
、
食
べ
物
。　

〇
鏘
冰
霜　
「
鏘
」
は
金
属

や
鈴
、
玉
な
ど
の
鳴
る
音
を
表
す
言
葉
だ
が
、
こ
こ
は
飴
を
サ
ク
サ
ク
齧
る
音
。
そ
れ

が
氷
や
霜
を
齧
る
よ
う
な
音
に
な
る
。　

〇
頭
角　

子
ど
も
が
成
長
し
て
若
者
と
し
て

気
概
や
才
華
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
頭
角
を
あ
ら
わ
す
。
ま
た
そ
う
い
う

人
。　

〇
添
意
気　

若
者
ら
し
い
気
概
が
そ
な
わ
る
。　

〇
荊
釵　

自
分
の
妻
の
謙
称
。

後
漢
の
梁
鴻
の
妻 

孟
光
は
梁
鴻
の
も
と
に
嫁
ぐ
と
「
荊
釵
布
裙
」
い
ば
ら
の
か
ん
ざ
し

と
木
綿
の
ス
カ
ー
ト
と
い
う
粗
末
な
身
な
り
で
夫
に
尽
く
し
た
（
列
女
伝
）。
そ
こ
か

ら
「
荊
釵
」
は
自
分
の
妻
の
謙
称
と
な
っ
た
。　

〇
「
但
願
～
此
盃
分
」
ま
で
の
三
句
は

妻
の
言
葉
。　

〇
尊
前
且
強
健　

尊
は
酒
樽
。
牛
僧
孺
の
「
席
上 

劉
夢
得
に
贈
る
」
に

「
論
ず
る
を
休や

め
よ 

世
上
昇
沈
の
事
／
且
く
闘
わ
さ
ん 

樽
前
見
〔
現
〕
在
の
身
」。
〇
大

有
人
無　

今
年
こ
こ
に
集
っ
た
「
旧
交
の
親
」
の
中
で
「
此
の
盃
の
分
」（
自
分
の
分
と

し
て
責
任
を
以
て
飲
む
べ
き
分
け
前
）
を
飲
め
る
人
が
他
に
い
ま
す
か
。（
あ
な
た
が

し
っ
か
り
飲
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。）　

〇
明
朝
重
来
酔
屠
蘇　

老
翁
（
范
成
大
）
の
言
葉
。

〇
屠
蘇　

正
月
に
飲
む
薬
草
を
ひ
た
し
た
酒
。

大
晦
日
の
夜
明
け
と
と
も
に
ご
先
祖
を
お
祭
り
す
る
の
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
ぬ

こ
と
。
蘇
州
の
人
々
が
そ
れ
を
夕
暮
れ
時
に
行
う
の
は
、
こ
の
土
地
独
特
の
風
習
だ
。

位
牌
の
前
で
の
祭
礼
が
終
わ
っ
て
、
祭
壇
の
上
の
礼
器
や
礼
物
を
下
げ
る
と
、
ま
だ
夜

の
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
る
。
祭
壇
か
ら
下
し
た
酒
肉
な
ど
の
福
物
を
み
ん
な
で
そ
ろ
っ

て
い
た
だ
い
た
後
、
夜
半
の
「
分
歳
」
と
い
う
段
取
り
だ
。
囲
炉
裏
の
火
は
や
わ
ら
か

く
、
薬
草
の
蒼
朮
の
香
り
が
広
が
る
。
お
皿
に
は
甘
い
菓
子
や
飴
が
並
ん
で
、
ま
る
で

蜜
た
っ
ぷ
り
の
ハ
チ
の
巣
の
よ
う
だ
。
と
り
わ
け
や
わ
ら
か
で
サ
ク
サ
ク
の
飴
は
こ
の
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時
節
な
ら
で
は
の
食
べ
物
で
、
囲
炉
裏
の
周
り
の
み
ん
な
が
口
に
し
て
サ
ク
サ
ク
と
氷

か
霜
を
齧
る
よ
う
に
音
を
立
て
な
が
ら
あ
じ
わ
う
。
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
は
新
年
の
来

る
の
が
楽
し
み
で
、
よ
う
や
く
一
人
前
に
な
っ
た
若
者
は
い
か
に
も
お
と
な
ら
し
い
気

概
が
加
わ
っ
て
き
た
。
老
人
の
わ
た
し
は
と
い
え
ば
、盃
を
手
に
し
た
ま
ま
心
は
茫
然
。

年
が
一
つ
増
え
れ
ば
、
我
が
残
り
の
年
も
ま
た
減
る
と
い
う
わ
け
だ
。
妻
は
わ
た
し
に

酒
を
勧
め
て
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る
。「
た
だ
願
わ
く
は
お
酒
を
飲
ん
で
、
と
り
あ
え

ず
元
気
で
い
て
ね
。
ご
ら
ん
な
さ
い
。
こ
と
し
一
緒
に
過
ご
し
た
古
い
な
じ
み
の
親
族

や
親
戚
の
な
か
で
、
こ
の
盃
の
酒
を
代
わ
っ
て
飲
む
人
が
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
あ
な
た

の
飲
む
分
で
す
か
ら
、
し
っ
か
り
飲
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。」
年
寄
り
の
わ
た
し
は
ぐ
っ

と
飲
み
ほ
し
て
、
笑
っ
て
髭
を
ひ
ね
る
。「
ま
た
明
日
の
朝
に
な
れ
ば
屠
蘇
で
酔
っ
払

う
ぞ
。」

売ば
い
ち
が
い
し

癡
獃
詞

其
九
売
癡
獃
詞
。
分
歳
罷
、
小
児
繞
街
呼
叫
云
、
売
汝
癡
、
売
汝
獃
。
世
伝
呉
人
多
獃
。

故
児
輩
諱
之
、
欲
買
其
餘
。
益
可
笑
。

（
其
の
九
、
癡
獃
を
売
る
詞
。
分
歳
罷
り
、
小
児 

街
を
繞
り
呼
叫
し
て
云
う
、
汝
が
癡

を
売
ら
ん
、汝
が
獃
を
売
ら
ん
と
。
世
に
伝
う
、呉
人 

獃
多
し
。
故
に
児
輩 

之
を
諱
み
、

其
の
餘
を
買
わ
ん
こ
と
を
欲
す
。
益
ま
す
笑
う
可
し
。）

除
夕
更
闌
人
不
睡　
　
　
　

除じ
ょ
せ
き夕　

更こ
う
た闌

け
て　

人ひ
と
ね
む睡

ら
ず

厭
禳
鈍
滞
迎
新
歳　
　
　
　

鈍ど
ん
た
い滞

を
厭よ

う
じ
ょ
う禳

し
て　

新し
ん
さ
い歳

を
迎む

か

う

小
児
呼
叫
走
長
街　
　
　
　

小し
ょ
う
じ児　

呼こ
き
ょ
う叫

し
て　

長ち
ょ
う
が
い街

を
走は

し

り

云
有
癡
獃
召
人
買　
　
　
　

云い

う　

癡ち
が
い
あ

獃
有
り　

人ひ
と

の
買か

う
を
召ま

ね

く
と

二
物
於
人
誰
独
無　
　
　
　

二に
ぶ
つ物　

人ひ
と

に
於お

い
て
誰た

れ

か
独ひ

と

り
無な

か
ら
ん

就
中
呉
儂
仍
有
餘　
　
　
　

就な
か
ん
ず
く中　

呉ご
の
う儂

は
仍な

お
餘あ

ま

り
有あ

り

巷
南
巷
北
売
不
得　
　
　
　

巷こ
う
な
ん
こ
う
ほ
く

南
巷
北　

売う

り
得え

ず

相
逢
大
笑
相
揶
揄　
　
　
　

相あ
い
あ逢

い
て
大お

お

い
に
笑わ

ら

い　

相あ
い
や
ゆ

揶
揄
す

檪
翁
塊
坐
重
簾
下　
　
　
　

檪れ
き
お
う翁　

塊か
い
ざ坐

す　

重ち
ょ
う
れ
ん簾

の
下も

と

独
要
買
添
令
問
価　
　
　
　

独ひ
と

り
買か

い
添そ

え
ん
と
要ほ

っ

し
て　

価あ
た
い

を
問と

わ
令し

む

児
云
翁
買
不
須
銭　
　
　
　

児こ

は
云い

う　

翁お
う

の
買か

う
は
銭ぜ

に

を
須も

ち

い
ず

奉
賖
癡
獃
千
百
年　
　
　
　

賖お
ぎ
の

り
奉

た
て
ま
つら

ん　

癡ち
が
い獃　

千せ
ん
ひ
ゃ
く
ね
ん

百
年

●
売
癡
獃
詞
〔
癡
獃
を
売
る
う
た
〕。
七
言
古
詩
（
楽
府
体
）。

〇
売
癡
獃　

癡ち

は
馬
鹿
、
し
れ
も
の
。
獃が

い

は
お
ろ
か
、
幼
少
で
分
別
の
な
い
こ
と
。「
売

癡
獃
」
と
は
、
呉
の
地
方
に
は
癡
獃
の
人
が
多
く
、
有
り
余
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
余

分
な
分
は
売
り
払
っ
て
し
ま
お
う
、と
い
う
の
で
あ
る
。
元
の
高
徳
基
の
『
平
江
記
事
』

に
「
呉
人
自
ら
相
呼
ん
で
獃
子
と
為
し
、
又
た
之
を
蘇
州
獃
と
謂
う
。
毎
歳
除
夕
、
羣

児 

街
を
繞
り
呼
叫
し
て
云
う
、
癡
獃
を
売
ら
ん
、
千
貫 

汝
が
癡
を
売
ら
ん
、
万
貫 

汝

が
獃
を
売
ら
ん
、
買
わ
る
れ
ば
儘み

な
多
く
送
ら
ん
、
賖お

ぎ
の

ら
ん
と
要ほ

っ

す
れ
ば
我
に
随
い
て

来
れ
、
と
。
蓋
し
呉
人 

獃
多
き
を
以
て
、
児
輩 

之
を
戯
謔
す
る
の
み
。」
と
あ
る
。
周

錫
『
范
成
大
詩
選
』（
一
九
八
六
年
、
香
港
三
聯
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
似
た
よ
う
な
風

俗
は
各
地
に
あ
り
、
杭
州
で
は
「
売
懜
」
と
称
し
た
（
南
宋
・
周
密
『
武
林
旧
事
』
巻
三 

歳
晩
節
物
）。
広
州
で
は
「
売
懶
」
と
い
い
、
二
十
世
紀
五
十
年
代
ま
で
は
な
お
流
行
し

て
い
た
が
、
近
年
は
す
で
に
見
な
い
、
と
い
う
。
清
・
顧
禄
『
清
嘉
録
』
巻
一
二
、十
二

月
の
小
年
夜
大
年
夜
の
条
に
よ
れ
ば
「
又
小
児
街
を
繞
り
て
呼
噭
し
て
云
う
、
汝
が
癡

を
売
ら
ん
、
汝
が
獃
を
売
ら
ん
と
。
世
に
伝
う
、
呉
人
獃
多
し
と
。
故
に
児
女
の
輩

戯
れ
に
之
を
売
ら
ん
と
欲
す
と
。
今
、
皆
伝
わ
ら
ず
。」
と
あ
り
、
清
代
に
は
既
に
呉

中
で
は
廃
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
な
お
「
獃
」
と
い
う
呼
び
方
に
つ
い
て
は
、
宋
の

洪
邁
の
『
夷
堅
乙
志
』
に
「
江
、
淮
、
閩
、
浙
の
土
俗
、
各
々
公
諱
有
り
。
杭
の
福
児
、

蘇
の
獃
子
、
常
の
欧
爹
の
如
き
の
類
、
細
民
或
い
は
相
犯
さ
ば
、
闘
撃
に
至
る
」
と
あ

る
。　

〇
売
汝
癡
、
売
汝
獃　
「
汝
」
が
所
有
格
な
の
か
目
的
格
な
の
か
、「
汝
が
癡
を

売
ら
ん
」な
の
か「
汝
に
癡
を
売
ら
ん
」な
の
か
未
詳
。
こ
こ
は「
あ
な
た
の
馬
鹿
を（
た

だ
で
）
譲
っ
て
下
さ
い
。
僕
ら
が
売
っ
て
あ
げ
ま
す
。
買
い
手
が
つ
い
た
ら
皆
さ
ば
い

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
」
と
い
う
内
容
で
所
有
格
に
理
解
し
て
お
く
。

〇
厭
禳　

厭
は
音
「
エ
フ
」。
は
ら
う
。
厭
禳
は
巫
術
等
を
以
て
鬼
神
に
祈
祷
し
て
災

い
を
除
く
こ
と
。　

〇
鈍
滞　

鈍
は
遅
鈍
。
滞
は
呆
滞
、痴
呆
。　

〇
二
物　

癡
と
獃
。

〇
揶
揄　

か
ら
か
う
。『
東
観
漢
記
』
巻
十
に
「
市
人
皆
大
笑
し
、
手
を
挙
げ
て
之
を
揶

揄
す
」と
あ
る
。　

〇
檪
翁　

檪
は
く
ぬ
ぎ
。役
に
立
た
な
い
無
用
の
木
と
さ
れ
る
。『
荘

子
』
人
間
世
篇
に
「
（
匠
石
）
檪
社
の
樹
を
見
る
。
…
是
れ
不
材
の
木
な
り
。
用
う
可

き
所
無
し
。
故
に
能
く
是
の
如
く
之
れ
寿

い
の
ち
な
がし

。」
と
。
こ
こ
は
范
成
大
が
役
立
た
ず
の
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老
人
と
い
う
意
味
で
自
分
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。　

〇
塊
坐　

ひ
と
り
ぽ
つ
ね
ん
と

坐
る
。　

〇
重
簾　

二
重
の
簾
。
つ
ま
り
家
の
奥
の
方
に
い
る
。　

〇
賖　

お
ぎ
の
る
。

代
金
後
払
い
の
掛
け
売
り
。　

〇
千
百
年　

掛
け
売
り
の
期
限
が
千
百
年
、
と
い
う
の

か
、
癡
と
獃
を
千
百
年
分
、
と
い
う
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
前
者
で
解
釈
し
て

お
く
。

大
晦
日
の
夜
は
更
け
て
い
く
が
、
ま
だ
眠
る
人
は
い
な
い
。
今
夜
は
こ
れ
か
ら
の

ろ
ま
や
間
抜
け
を
お
祓
い
し
て
、
少
し
賢
く
な
っ
て
か
ら
、
新
年
を
迎
え
る
の
だ
。
子

ど
も
た
ち
は
（
余
計
な
馬
鹿
や
阿
呆
を
売
っ
て
し
ま
お
う
と
）
大
声
で
叫
び
な
が
ら
街

の
大
通
り
を
駆
け
巡
る
。「
馬
鹿
や
阿
呆
の
大
売
り
出
し
ー
。
誰
か
買
う
人
お
ら
ん
か

ね
ー
」。
馬
鹿
と
阿
呆
の
二
つ
は
人
な
ら
誰
も
き
っ
と
も
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
こ
の

呉
の
街
の
人
々
は
、
自
分
た
ち
で
も
い
う
通
り
、
有
り
余
る
ほ
ど
も
っ
て
る
。
だ
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
街
の
北
か
ら
南
か
ら
、
走
り
回
っ
て
売
り
歩
い
て
も
、
一
つ
も
売
れ
や

し
な
い
。
そ
ん
な
わ
け
で
子
ど
も
ど
う
し
道
で
出
会
う
と
、
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
っ
て
、
互
い

を
指
さ
し
な
が
ら
か
ら
か
い
合
う
。
役
立
た
ず
の
老
人
で
あ
る
わ
た
し
は
、
二
重
の
す

だ
れ
の
奥
で
ぽ
つ
ね
ん
と
坐
っ
て
い
る
。
わ
た
し
も
も
と
も
と
馬
鹿
だ
け
ど
、
せ
っ
か

く
子
ど
も
た
ち
が
売
り
に
来
た
の
だ
か
ら
、
こ
こ
は
ひ
と
つ
馬
鹿
を
買
い
足
し
て
み
る

か
…
。「
馬
鹿
ひ
と
つ
い
く
ら
だ
ね
」
と
値
段
を
聞
か
せ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
言
う
。

「
お
じ
い
さ
ん
が
買
う
の
か
い
？　

そ
ん
な
ら
お
金
は
要
ら
な
い
よ
。
馬
鹿
と
阿
呆
の

ひ
と
セ
ッ
ト
。
百
年
払
い
、
千
年
払
い
で
い
い
よ
ー
。」

打だ
か
い
た
い
し

灰
堆
詞

其
十
打
灰
堆
詞
。
除
夜
将
暁
、
鶏
且
鳴
。
婢
獲
持
杖
撃
糞
壌
致
詞
、
以
祈
利
市
、
謂
之

打
灰
堆
。
此
本
彭
蠡
清
洪
君
廟
中
如
願
故
事
。
惟
呉
下
至
今
不
廃
云
。

（
其
の
十
、
打
灰
堆
の
詞
。
除
夜
将
に
暁
け
ん
と
し
、
鶏
且ま

さ

に
鳴
か
ん
と
す
。
婢
獲 

杖

を
持
ち
て
糞
壌
を
撃
ち
て
詞
を
致
し
、
以
て
利
市
を
祈
る
。
之
を
打
灰
堆
と
謂
う
。
此

れ
本 

彭
蠡
清
洪
君
が
廟
中
の
如
願
の
故
事
な
り
。
惟
だ
呉
下
の
み
今
に
至
る
ま
で
廃

せ
ず
と
云
う
。）

除
夜
将
闌
暁
星
爛　
　
　
　

除じ
ょ
や夜　

将ま
さ

に
闌

た
け
な
わな

ら
ん
と
し
て　

暁ぎ
ょ
う
せ
い
あ
き

星
爛
ら
か
な
り

糞
掃
堆
頭
打
如
願　
　
　
　

糞ふ
ん
そ
う
た
い
と
う

掃
堆
頭　

如じ
ょ
が
ん願

を
打う

つ

杖
敲
灰
起
飛
撲
籬　
　
　
　

杖つ
え

も
て
敲た

た

け
ば
灰は

い

起お

こ
り　

飛と

ん
で
籬ま

が
き

を
撲う

つ

不
嫌
灰
涴
新
節
衣　
　
　
　

嫌き
ら

わ
ず　

灰は
い

の
新し

ん
せ
つ節

の
衣い

を
涴け

が

す
を

老
媼
当
前
再
三
祝　
　
　
　

老ろ
う
お
う媼　

前ま
え

に
当あ

た

り　

再さ
い
さ
ん三

祝い
の

り

只
要
我
家
長
富
足　
　
　
　

只た

だ
要も

と

む　

我わ

が
家い

え

の
長と

こ
し

え
に
富ふ

そ
く足

な
ら
ん
こ
と
を

軽
舟
作
商
重
船
帰　
　
　
　

軽け
い
し
ゅ
う舟

は
商あ

き
な

い
を
作な

し　

重じ
ゅ
う
せ
ん船

は
帰か

え

り

大
牸
引
犢
鶏
哺
児　
　
　
　

大だ
い
し牸

は
犢こ

う
し

を
引ひ

き　

鶏
に
わ
と
りは

児こ

を
哺ほ

し

野
繭
可
繅
麥
両
岐　
　
　
　

野や
け
ん繭

は
繅く

る
可べ

く　

麥む
ぎ

は
両り

ょ
う
き岐

短
衲
換
著
長
衫
衣　
　
　
　

短た
ん
の
う衲

は
長ち

ょ
う
さ
ん衫

の
衣
に
換か

え
て
著き

ん
こ
と
を

当
年
婢
子
挽
不
住　
　
　
　

当と
う
ね
ん年　

婢ひ

し子　

挽ひ

き
住と

ど

め
ず

有
耳
猶
能
聞
我
語　
　
　
　

耳み
み

有あ

ら
ば
猶な

お
能よ

く
我わ

が
語ご

を
聞き

け

但
如
我
願
不
汝
呼　
　
　
　

但た

だ
我わ

が
願ね

が

い
の
如ご

と

く
ん
ば　

汝な
ん
じ

を
呼よ

ば
ず

一
任
汝
帰
彭
蠡
湖　
　
　
　

一い
つ

に
任ま

か

す　

汝な
ん
じ

の
彭ほ

う
れ
い
こ

蠡
湖
に
帰か

え

る
を

●
打
灰
堆
詞
〔
打
灰
堆
の
う
た
〕。
七
言
古
詩
（
楽
府
体
）。

〇
打
灰
堆　

ま
た
「
打
如
願
」
と
も
い
う
。
ご
み
溜
め
を
杖
で
叩
い
て
願
い
事
が
か
な

う
よ
う
に
祈
る
行
事
。
〇
婢
獲　

は
し
た
め
、
下
女
。『
方
言
』
三
に
「
婢
を
罵
り
て

獲
と
曰
う
。」　

〇
糞
壌　

ご
み
溜
め
。
ご
み
を
棄
て
て
う
ず
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
。
詩

の
二
句
目
の
「
糞
掃
堆
」
に
同
じ
。
中
村
喬
『
続 

中
国
の
年
中
行
事
』（
一
九
九
〇
年
、

平
凡
社
）
に
よ
れ
ば
、「
糞
掃
と
は
、
厠
所
の
糞
尿
を
か
き
出
し
て
積
ん
で
あ
る
堆
肥

の
こ
と
」
と
い
う
（
四
三
頁
）。
し
か
し
「
糞
」
を
糞
尿
の
義
と
す
る
の
は
誤
り
で
、「
糞
」

の
原
義
は
『
説
文
』
に
「
糞
は
棄
除
な
り
」
と
あ
る
通
り
、
塵
土
や
穢
物
を
棄
除
す
る
意

味
。「
掃
」
も
棄
て
る
の
意
味
で
あ
る
（
『
説
文
』
は
「
埽
」
に
作
り
「
埽
は
棄
な
り
」
と

す
る
）。
し
た
が
っ
て
「
糞
掃
」
は
塵
土
や
穢
物
を
廃
棄
し
た
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
掃
き
溜

め
、
ご
み
溜
め
の
意
と
す
べ
き
で
あ
る
。　

〇
利
市　

も
う
け
、
利
得
、
幸
運
。　

〇

謂
之
打
灰
堆　
「
糞
壌
を
撃
つ
」
の
を
「
灰
堆
を
打
つ
」
と
も
い
う
の
は
、
防
臭
、
殺
菌
、

ハ
エ
除
け
等
も
兼
ね
て
、
糞
掃
の
上
に
灰
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。　

〇
彭

蠡
清
洪
君
廟
中
如
願
故
事　
「
彭
蠡
」
は
彭
蠡
湖
。
今
の
江
西
省
の
鄱
陽
湖
。「
清
洪
君

廟
」
は
彭
蠡
湖
の
水
神
を
祀
る
廟
。「
如
願
」
は
水
神
の
女
婢
の
名
。『
録
異
記
』（
『
太

平
御
覧
』
巻
四
七
二
、
巻
五
〇
〇
引
）
に
云
う
、「
商
人
欧
明
な
る
者
有
り
。
彭
沢
湖
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〔
＝
彭
蠡
湖
〕
を
過
る
に
、車
馬
の
出
づ
る
有
り
。
自
ら
青
湖
君
〔
＝
清
洪
君
〕
と
称
し
、

明
に
要
め
て
家
に
過
ら
し
め
、
厚
く
之
に
礼
し
て
問
う
、
何
の
須
う
る
所
ぞ
と
。
人

有
り
明
に
教
う
。
但
だ
如
願
を
乞
え
と
。
問
わ
る
る
に
及
ん
で
此
の
言
を
以
て
答
う
。

青
湖
君
甚
だ
如
願
を
惜
し
む
も
、
已
む
を
得
ず
之
を
許
す
。
乃
ち
是
れ
一
少
婢
な
り
。

青
湖
君 
明
に
語
り
て
曰
く
、
君
領
取
し
て
家
に
至
り
、
如
し
物
を
要
め
ん
と
す
れ
ば
、

但
だ
如
願
に
就
け
ば
、
須
う
る
所
皆
得
ら
れ
ん
と
。
爾そ

れ

よ
り
商
人
或
い
は
求
む
る
所
有

ら
ば
、
如
願
並
び
に
為
に
即
ち
得
。
数
年
に
し
て
遂
に
大
い
に
富
む
。
後
、
正
旦
に
至

り
、
如
願
起
く
る
こ
と
晩
く
、
商
人
杖
を
以
て
之
を
打
つ
。
如
願 

頭
を
以
て
糞
中
に

鑚
入
し
、
漸
く
没
し
て
所
を
失
う
。
後
、
商
人
が
家
漸
く
貧
し
。
今
、
北
人
正
旦
の
夜
、

糞
掃
の
辺
に
立
ち
、
人
を
し
て
杖
を
執
り
て
糞
堆
を
打
た
し
め
、
以
て
仮
の
痛
み
を
答

え
し
む
。
又
た
細
縄
を
以
て
偶
人
を
繋
ぎ
、
糞
掃
中
に
投
じ
て
云
う
、
願
い
の
如
く
な

ら
令
め
よ
と
。
意
う
に
亦
た
如
願
の
故
事
を
為
す
の
み
。」　

ま
た
『
捜
神
記
』
巻
四
に

よ
れ
ば
「
廬
陵
の
欧
明
、
賈
客
に
従
い
、
道
に
彭
沢
湖
を
経
。
毎
に
舟
中
有
る
所
多
少

を
以
て
湖
中
に
投
じ
て
云
う
、以
て
礼
と
為
す
と
。
積
む
こ
と
数
年
、後 

復
た
過
る
に
、

忽
ち
湖
中
に
大
道
有
る
を
見
る
。
上
に
風
塵
多
し
。
数
吏
有
り
、
車
馬
に
乗
り
来
り
て

明
を
候
つ
。
云
う
、
是
れ
青
洪
君 

要む
か

え
し
む
と
。
須
臾
に
し
て
達
す
。
府
舎
有
る
を

見
る
。
門
下
に
吏
卒
あ
り
。
明
甚
だ
怖
る
。
吏
曰
く
、
怖
る
可
き
無
し
。
青
洪
君 

君

が
前
後 

礼
有
る
に
感
ず
。
故
に
君
を
要む

か

う
。
必
ず
重
く
君
に
遺
す
者
有
ら
ん
も
、
君

取
る
勿
れ
。
独
り
如
願
を
求
め
ん
の
み
と
。
明 

既
に
青
洪
君
に
見
え
、
乃
ち
如
願
を

求
む
。
明
を
逐
い
て
去
ら
し
む
。
如
願
は
青
洪
君
の
婢
な
り
。
明 

将ひ
き

い
帰
り
、願
う
所
、

輒
ち
得
ら
る
。
数
年
に
し
て
大
い
に
富
む
。」　

こ
の
話
の
続
き
を
永
尾
龍
造
『
支
那
民

俗
誌
』
第
一
巻
（
一
九
四
〇
、
支
那
民
俗
誌
刊
行
会
）
の
記
述
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、「
欧

明
は
段
々
と
生
活
が
楽
に
な
っ
て
来
る
と
心
に
驕
り
が
生
じ
て
、
次
第
に
如
願
に
対
す

る
愛
情
が
失
せ
て
行
っ
た
。
さ
う
し
て
或
る
年
の
正
月
の
こ
と
、
ど
う
し
た
事
か
い
つ

も
早
朝
か
ら
起
き
て
働
い
て
呉
れ
る
如
願
が
、
此
の
日
に
限
っ
て
朝
寝
を
し
て
起
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
戴
欧
明
は
正
月
早
々
縁
起
で
も
な
い
と
い
っ
て
如
願
を
打
っ
た
。
す

る
と
如
願
は
急
に
起
き
上
が
っ
て
、
そ
の
ま
ま
家
を
走
り
出
て
、
後
園
の
塵
塚
の
中
に

駆
け
込
ん
で
、其
の
ま
ま
姿
を
消
し
て
仕
舞
っ
た
。（
中
略
）。（
欧
明
は
）棒
切
れ
を
持
っ

て
来
て
、
塵
溜
を
掻
き
回
し
た
り
、
其
の
上
を
打
っ
た
り
し
て
百
方
捜
し
て
見
た
が
、

遂
に
其
の
行
方
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
呼
べ
ど
も
叫
べ
ど
も
答
へ
は
な
か
っ
た
。
欧
明

は
尚
し
き
り
に
「
今
少
し
富
貴
を
得
さ
せ
て
く
れ
た
ら
、
も
う
決
し
て
打
つ
や
う
な
こ

と
は
し
な
い
か
ら
出
て
来
て
く
れ
」
と
い
ひ
つ
つ
塵
塚
を
た
た
い
た
と
い
ふ
。
そ
れ
か

ら
塵
溜
め
の
中
に
は
如
願
が
か
く
れ
て
居
る
と
い
ふ
云
ひ
伝
へ
を
生
じ
て
、
後
世
正
月

の
早
朝
初
鶏
の
声
を
聞
く
と
、
急
い
で
塵
溜
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
棒
を
持
っ
て
そ
の
上

を
た
た
い
て
如
願
の
名
を
呼
ぶ
と
、
金
持
に
な
れ
る
と
い
ふ
や
う
な
習
慣
が
出
来
た
の

で
あ
る
。」（
六
四
二
頁
）。　

〇
糞
掃
堆　

糞
掃
は
ご
み
溜
め
。
堆
は
そ
れ
が
う
ず
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
す
。　

〇

涴　

け
が
す
。　

〇
只
要　

ひ
た
す
ら
に
祈
り
求
め
る
。　

〇
軽
舟
作
商
重
船
帰　

小

舟
で
商
い
を
な
す
と
い
う
の
は
街
に
魚
や
野
菜
な
ど
を
売
り
に
行
く
の
で
あ
ろ
う
。

「
重
船
帰
る
」
と
は
大
き
な
船
が
商
売
等
で
遠
く
ま
で
出
か
け
て
い
た
の
が
無
事
に

帰
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。　

〇
大
牸
引
犢
鶏
哺
児　

大
き
な
母
牛
は
子
牛

を
引
き
連
れ
、
鶏
は
ヒ
ヨ
コ
に
口
移
し
で
餌
を
与
え
る
。　

〇
野
繭　

野
生
の
繭
。
梁

の
簡
文
帝
「
筝
の
賦
」
に
「
東
垂
の
野
繭
に
異
な
り
／
山
径
の

絲
に
非
ず
」。　

〇
麥

両
岐　

麥
の
穂
が
二
本
合
わ
さ
っ
て
生
え
る
。『
後
漢
書
』
張
堪
伝
に
「
（
張
堪
）、
漁

陽
太
守
に
拝
せ
ら
れ
、
…
民
に
耕
種
を
勧
め
、
以
て
殷
富
を
致
す
。
百
姓
歌
い
て
曰
く
、

桑 

枝
に
附
す
る
無
く
、
麥
の
穂
は
両
岐
。
張
君 

政
を
為
し
、
楽
し
み 

支
う
可
か
ら
ず

と
。」　

〇
短
衲　

短
い
つ
ぎ
は
ぎ
の
着
物
。
貧
乏
人
の
衣
装
。　

〇
長
衫　

裾
の
長
い

衣
服
。
金
持
ち
の
衣
装
。　

〇
当
年　

こ
と
し
。　

〇
婢
子　

は
し
た
め
。
如
願
の

こ
と
を
指
す
。　

〇
挽
不
住　

し
っ
か
り
引
き
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
。「
挽
」
は
引

き
戻
す
。「
不
住
」
は
し
っ
か
り
と
～
で
き
な
い
。　

〇
彭
蠡
湖　

江
西
省
の
鄱
陽
湖
。

如
願
の
元
の
住
処
。

除
夜
の
夜
も
更
け
て
、
夜
明
け
の
星
が
き
ら
め
く
こ
ろ
、
掃
き
溜
め
を
叩
い
て
如
願

を
打
つ
。
杖
ふ
り
上
げ
て
バ
ン
バ
ン
叩
け
ば
、
灰
が
舞
い
起
り
、
ま
が
き
に
飛
ぶ
。
灰

が
お
正
月
の
晴
れ
着
を
よ
ご
し
て
も
お
か
ま
い
な
し
。
ば
あ
さ
ん
は
掃
き
溜
め
の
前
に

立
っ
て
、
く
り
か
え
し
祈
る
。「
我
が
家
が
永
遠
に
金
持
ち
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
小

さ
な
船
は
商
売
繁
盛
、
大
き
な
船
は
無
事
に
戻
り
ま
す
よ
う
に
。
母
さ
ん
牛
は
子
牛
を

引
き
連
れ
、
鶏
は
口
移
し
で
ヒ
ヨ
コ
た
ち
に
餌
を
与
え
ま
す
よ
う
に
。
野
の
ま
ゆ
は
い

い
糸
を
繅
れ
ま
す
よ
う
に
。
麥
の
穂
は
二
本
合
わ
さ
っ
て
生
え
ま
す
よ
う
に
。
短
い
ぼ

ろ
服
は
裾
長
の
服
に
着
替
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
…
。
今
年
は
お
前
さ
ん
を
引
き
戻
す
こ
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と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
耳
が
あ
る
な
ら
聞
い
と
く
れ
、
わ
た
し
の
言
葉
を
。
わ
た
し

の
願
い
通
り
に
し
て
く
れ
さ
え
す
れ
ば
、
こ
れ
以
上
お
前
さ
ん
を
呼
ん
だ
り
し
な
い
。

お
前
さ
ん
の
故
郷
、
彭
蠡
湖
に
好
き
に
お
帰
り
よ
。
止
め
や
し
な
い
か
ら
。」　

右
臘
月
村
田
楽
府
十
首

上
元
紀
呉
中
節
物
俳
諧
體
三
十
二
韻　

（
上
元　

呉
中
の
節
物
を
紀し

る

す
俳
諧
體
三
十
二
韻
）

〇
上
元　

正
月
十
五
日
の
元
宵
節
。
街
中
至
る
所
に
無
数
の
灯
籠
を
点
し
て
夜
通
し

賑
わ
う
灯
籠
祭
の
日
。　

〇
紀　

し
る
す
。　

〇
呉
中　

江
蘇
省
呉
県
の
地
。
今
の

蘇
州
市
。　

〇
節
物　

四
季
折
々
の
風
物
。
こ
こ
は
元
宵
節
の
風
物
。　

〇
俳
諧

體　

諧
謔
・
譏
刺
を
内
容
と
す
る
遊
戯
的
な
詩
文
の
ス
タ
イ
ル
。
杜
甫
に
「
戯
れ
に

俳
諧
體
を
作
り
悶
を
遣
る
二
首
」
の
詩
が
あ
る
。
宋
の
陸
游
『
老
学
庵
筆
記
』
巻
五

に
「
紹
興
中
、
貴
人
好
ん
で
俳
諧
體
の
詩
及
び
箋
啓
を
作
る
。」
と
あ
る
。

斗
野
豊
年
屢　
　
　
　

斗と
う
や野　

豊ほ
う
ね
ん
し
ば
し
ば

年
屢
な
り

呉
台
楽
事
并　
　
　
　

呉ご
だ
い台　

楽ら
く
じ
な
ら

事
并
ぶ

〇
斗
野　

斗
は
微
小
な
る
喩
え
。
狭
い
土
地
、
田
野
。
こ
こ
は
呉
中
の
狭
い
土
地

を
指
す
。　

〇
呉
台　

春
秋
時
代
、
呉
王
夫
差
が
築
い
た
姑
蘇
台
。
ま
た
姑
胥
台

と
も
い
う
。
今
の
蘇
州
霊
巌
山
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
広
く
呉
の
地
を
指
す
。　

〇
楽
事
并　

心
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
様
々
に
あ
る
。

呉
の
地
は
毎
年
、
豊
年
続
き
。
呉
台
に
あ
ふ
れ
る
賞
心
楽
事
。

酒
壚
先
疊
鼓　
　
　
　

酒し
ゅ
ろ壚　

先ま

ず
鼓こ

を
疊か

さ

ね

【
自
注
】　

歳
後
即
旗
亭
先
撃
鼓
不
已
、
以
迎
節
意
。

歳
後
は
即
ち
旗
亭 

先
ず
鼓
を
撃
ち
て
已
ま
ず
、
以
て
節
を
迎
う
る
の
意

な
り
。

燈
市
蚤
投
瓊　
　
　
　

燈と
う
し市　

蚤つ
と

に
瓊け

い

を
投と

う

ず

【
自
注
】　

臘
月
即
有
燈
市
。
珍
奇
者
、
数
人
醵
買
之
、
相
与
呼
盧
、
采
勝
者
得
燈
。

臘
月
に
は
即
ち
燈
市
有
り
。
珍
奇
な
る
者
は
、
数
人
醵
し
て
之
を
買
い
、

相
与
に
呼
盧
し
、
勝
ち
を
采
る
者 

燈
を
得
。

〇
酒
壚　

酒
場
の
カ
ウ
ン
タ
ー
。　

〇
疊
鼓　

太
鼓
を
小
刻
み
に
速
く
撃
つ
。
謝

朓「
鼓
吹
曲
」（
「
文
選
」巻
二
八
）に「
鼓
を
疊
ね
て
華
輈
を
送
る
」。
李
善
注
に「
小

し
く
鼓
を
撃
つ
、
之
を
疊
と
謂
う
」。　

〇
歳
後　

歳
が
明
け
た
後
。　

〇
旗
亭　

居
酒
屋
。
酒
屋
は
青
い
旗
を
し
る
し
に
揚
げ
て
い
る
の
で
そ
う
い
う
。　

〇
燈
市

灯
籠
祭
。
元
宵
節
の
夜
、
街
中
に
灯
籠
を
灯
し
て
祝
う
。　

〇
蚤
投
瓊　

蚤
は
早
に

同
じ
。
投
瓊
は
さ
い
こ
ろ
を
投
げ
る
。
博
奕
を
す
る
。
珍
し
い
灯
籠
は
値
段
が
高

い
の
で
、
数
人
で
金
を
出
し
合
っ
て
買
い
、
か
け
を
し
て
勝
っ
た
者
が
そ
れ
を
手

に
入
れ
る
の
で
あ
る
。「
臘
月
村
田
楽
府
」
其
二
「
燈
市
行
」
に
も
「
酒
壚 

博
簺 

歌

呼
を
雑
え
／
夜
夜
長
し
え
に
正
月
半
ば
の
如
し
」
と
あ
る
。「
博
簺
」
も
自
注
の
「
呼

盧
」
も
か
け
、
博
奕
の
意
。

酒
場
で
ド
ロ
ド
ロ
太
鼓
を
撃
ち
（
自
注
に
云
う
、
歳
が
明
け
た
ら
酒
場
で
先
ず
太
鼓
を

果
て
し
な
く
撃
っ
て
元
宵
節
を
迎
え
る
意
を
表
す
）、
灯
籠
祭
が
始
ま
る
と
、
さ
っ
そ

く
賽
投
げ
競
い
合
う
（
自
注
に
云
う
、
正
月
一
五
日
の
元
宵
節
用
の
灯
籠
を
売
り
出
す

市
が
十
二
月
中
に
立
つ
。
珍
し
い
灯
籠
は〔
値
段
が
高
い
の
で
〕数
人
で
金
を
出
し
合
っ

て
買
い
、
か
け
を
し
て
勝
っ
た
者
が
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
）。

価
喜
膏
油
賤　
　
　
　

価あ
た
い

は
膏こ

う
ゆ油

の
賤や

す

き
を
喜よ

ろ
こ

び

祥
占
雨
雪
晴　
　
　
　

祥し
ょ
う

は
雨う

せ
つ雪

の
晴は

る
る
を
占う

ら
なう

〇
膏
油
賤　

膏
油
は
燈
火
用
の
油
。
賤
は
値
段
が
安
い
。　

〇
祥
占
雨
雪
晴　

元
宵

節
に
占
っ
た
ら
「
雨
雪
晴
る
」
と
い
う
結
果
。
こ
れ
は
今
年
が
豊
作
だ
と
い
う
予
兆
。

油
の
値
段
が
安
く
て
よ
か
っ
た
。
雨
雪
晴
れ
た
ら
今
年
は
豊
年
。

篔
簹
仙
子
洞　
　
　
　

篔う
ん
と
う簹　

仙せ
ん
し子

の
洞と

う

【
自
注
】
坊
巷
燈
以
連
枝
竹
縛
成
洞
門
、
多
処
数
十
重
。

坊
巷
の
燈
は
枝
を
連
ね
た
る
竹
を
以
て
縛
り
て
洞
門
を
成
し
、
多
き
処
は
数
十
重
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な
り
。

萏
化
人
城　
　
　
　

か
ん
た
ん萏　

化か
じ
ん人

の
城

じ
ょ
う

【
自
注
】　

蓮
花
燈
最
多
。

蓮
花
燈 

最
も
多
し

〇
篔
簹
仙
子
洞　

篔
簹
は
篔
簹
竹
。
節
と
節
の
間
が
長
く
、
丈
の
高
い
竹
。
こ
こ

は
広
く
竹
を
指
す
。
仙
子
洞
は
仙
人
の
住
む
洞
窟
。
竹
の
ト
ン
ネ
ル
に
無
数
の
燈

火
が
灯
っ
て
い
て
仙
境
の
よ
う
だ
。　

〇

萏
化
人
城　

萏
は
蓮
の
花
の
つ
ぼ
み
。

化
人
は
仏
教
で
仏
や
菩
薩
が
化
生
し
て
人
の
姿
に
変
じ
衆
生
を
済
度
す
る
も
の
。
ま

た
道
教
で
は
仙
人
を
指
す
。
蓮
の
花
の
燈
火
が
連
な
っ
て
仏
様
の
世
界
の
よ
う
だ
。

竹
の
ト
ン
ネ
ル
に
燈
火
は
連
な
り
あ
た
か
も
仙
人
の
洞
窟
。
蓮
の
花
の
つ
ぼ
み
の
提
灯

は
連
な
り
ま
る
で
極
楽
。

檣
炬
疑
龍
見　
　
　
　

檣し
ょ
う
き
ょ炬

は
龍り

ゅ
う

の
見あ

ら

わ
る
る
か
と
疑う

た
が

い

【
自
注
】　

舟
人
接
竹
桅
檣
之
表
置
一
燈
、
望
之
如
星
。

舟
人
は
竹
を
桅
檣
の
表さ

き

に
接
ぎ
て
一
燈
を
置
く
、
之
を
望
む
に
星
の
如

し
。

橋
星
訝
鵲
成　
　
　
　

橋き
ょ
う
せ
い星

は
鵲

か
さ
さ
ぎの

成な

る
か
と
訝い

ぶ
か

る

【
自
注
】　

橋
燈
。

橋
燈
な
り
。

〇
檣
炬　

マ
ス
ト
の
上
に
竹
を
繋
ぎ
、
そ
の
先
に
明
か
り
を
置
く
。　

〇
疑
龍
見　

舟
が
水
上
を
移
動
す
る
の
で
マ
ス
ト
の
先
の
灯
り
が
横
に
移
動
し
て
龍
が
飛
ん
で

い
る
よ
う
に
見
え
る
。　

〇
橋
星　

橋
桁
に
柱
を
立
て
、
横
木
で
つ
な
い
で
、
一
面

に
燈
火
を
吊
る
す
も
の
。
清
・
顧
禄
『
清
嘉
録
』
巻
一
、一
月
、
燈
節
の
条
に
「
橋
梁

に
木
桅
を
植た

て
、
竹
架
を
置
き
て
塔
の
形
の
如
し
。
層
を
逐
い
て
燈
を
其
の
上
に
張

る
。
河
神
廟
に
沿
い
て
亦
た
竿
を
植
て
、索
を
引
き
て
燈
を
懸
く
。
造
橋
燈
と
云
う
。

皆
以
て
禳
祓
す
。」
と
あ
る
。　

〇
訝
鵲
成　

天
の
川
に
か
か
る
カ
サ
サ
ギ
の
橋
が

出
来
た
か
と
い
ぶ
か
る
。

舟
の
マ
ス
ト
の
上
の
竹
に
吊
る
さ
れ
た
灯
り
は
夜
空
に
龍
が
現
れ
た
か
と
疑
い
、
橋
の

灯
り
は
天
の
川
に
か
か
る
カ
サ
サ
ギ
の
橋
が
出
来
た
か
と
訝
る
ほ
ど
。

小
家
厖
獨
踞　
　
　
　

小し
ょ
う
か家

は
厖ぼ

う　

獨ひ
と

り
踞

う
ず
く
まり

【
自
注
】　

犬
燈
。

犬
燈
な
り
。

高
閈
鹿
雙
撐　
　
　
　

高こ
う
か
ん閈

は
鹿し

か　

雙な
ら

び
撐さ

さ

う

【
自
注
】　

鹿
燈
。

鹿
燈
な
り
。

〇
小
家
厖
獨
踞　

厖
は
尨
に
同
じ
。
む
く
い
ぬ
。
小
さ
な
（
貧
し
い
）
家
で
は
門
口

に
犬
の
提
灯
が
ぽ
つ
ん
と
う
ず
く
ま
る
よ
う
に
灯
る
。　

〇
高
閈
鹿
雙
撐　

高
閈

は
立
派
な
門
。高
貴
の
家
を
指
す
。高
貴
の
家
で
は
鹿
の
灯
籠
が
門
の
両
脇
に
並
ぶ
。

鹿
は
禄
に
通
じ
て
縁
起
が
よ
い
。
撐
は
さ
さ
え
る
。「
撐
門
戸
」
門
戸
を
撐
え
る
と

い
う
言
い
方
が
あ
り
、
家
業
を
維
持
す
る
こ
と
を
言
う
。

小
さ
な
家
で
は
犬
の
提
灯
が
ひ
と
つ
、
ぽ
つ
ん
と
う
ず
く
ま
る
よ
う
に
と
も
さ
れ
、
富

貴
の
家
は
大
き
な
鹿
の
灯
籠
が
門
の
両
脇
に
で
ん
と
置
か
れ
る
。

屏
展
耀
雲
母　
　
　
　

屏へ
い
ひ
ら展

い
て
雲う

ん
も
か
が
や

母
輝
き

【
自
注
】　

琉
璃
屏
風
。

琉
璃
の
屏
風
な
り
。

簾
垂
晃
水
精　
　
　
　

簾す
だ
れ
た垂

れ
て
水す

い
し
ょ
う
あ
き
ら

精
晃
か
な
り

【
自
注
】　

琉
璃
簾
。

琉
璃
の
簾
な
り
。

〇
屏
展
耀
雲
母　

琉
璃
（
ガ
ラ
ス
）
の
屏
風
が
開
か
れ
て
、
灯
籠
の
灯
り
が
映
り
、

屏
風
の
雲
母
が
き
ら
き
ら
輝
く
。　

〇
簾
垂
晃
水
精　

琉
璃
の
簾
が
垂
れ
て
、
そ

こ
に
水
晶
燈
が
掛
け
ら
れ
、
明
る
く
輝
い
て
い
る
。

琉
璃
の
屏
風
開
い
て
雲
母
は
輝
き
、
琉
璃
の
簾
は
垂
れ
て
水
晶
燈
は
き
ら
め
く
。

萬
窗
花
眼
密　
　
　
　

萬ま
ん
そ
う窗　

花か
が
ん眼

密み
つ

に
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【
自
注
】　

萬
眼
燈
、
以
砕
羅
紅
白
相
間
砌
成
。
工
夫
妙
天
下
。
多
至
萬
眼
。

萬
眼
燈
は
、
砕
羅
の
紅
白
を
以
て
相
間ま

じ

え
て
砌か

さ

ね
成
す
。
工
夫 

天
下
に

妙
た
り
。
多
く
萬
眼
に
到
る
。

千
隙
玉
虹
明　
　
　
　

千せ
ん
げ
き隙　

玉ぎ
ょ
く
こ
う
あ
き
ら

虹
明
か
な
り

【
自
注
】　

琉
璃
毬
燈
、
毎
一
隙
映
成
一
花
。
亦
妙
天
下
。

　
　
　
　
　

琉
璃
毬
燈
は
、
一
隙
毎
に
一
花
を
映
し
成
す
。
亦
た
天
下
に
妙
た
り
。

〇
萬
窗
花
眼
密　

萬
眼
燈
と
い
う
名
の
灯
籠
の
よ
う
す
。
范
成
大
「
呉
中
の
二
燈
を

詠
ず
」
万
眼
羅
（
巻
二
六
）
に
「
弱
骨 

千
絲
結
び
／
軽
毬 

万
錦
の
装
／
綵
雲 

月
魄

を
籠
め
／
宝
気 

星
芒
を
繞
ら
す
／
檀
点 

紅
嬌
小
に
／
梅
粧 

粉
細
香
る
／
等
間
に

三
夕
看
る
も
／
消
費
す
一
年
の
忙
」。同
じ
く
范
成
大「
臘
月
村
田
楽
府
」其
の
二「
燈

市
行
」（
巻
三
〇
）
に
「
剪
羅
万
眼 
人
力
窮
む
」。
ま
た
南
宋
・
周
密
『
武
林
旧
事
』

巻
二
「
燈
品
」
に
「
羅
帛
燈
の
類
尤
も
多
く
、
或
い
は
百
花
を
為
し
、
或
い
は
細
眼

を
為
し
、
間ま

じ

う
る
に
紅
白
を
以
て
す
。
万
眼
羅
と
号
す
る
者
、
此
の
種
の
最
も
奇
な

る
も
の
な
り
」
と
あ
る
。
無
数
の
細
か
く
切
っ
た
紅
白
の
絹
布
（
万
眼
羅
）
を
貼
り

あ
わ
せ
た
灯
籠
で
あ
ろ
う
。　

〇
千
隙
玉
虹
明　

琉
璃
毬
燈
と
い
う
名
の
灯
籠
の

よ
う
す
。
范
成
大
「
呉
中
の
二
燈
を
詠
ず
」
瑠
璃
毬
（
巻
二
六
）
に
「
龍
綜 

冰
繭
を

繅
り
／
魚
文 

玉
英
を
鏤
す
／
雨
絲 

風
外
に
縐
し
／
雲
網 
日
辺
に
明
ら
か
な
り
／

叠
暈 

重
重
に
見あ

ら
われ

／
分
光 

面
面
に
呈
す
／
間
裏
の
趣
き
を
深
く
せ
ざ
れ
ば
／
争い

か

で

か
箇
中
の
情
を
識
ら
ん
」。
ま
た
范
成
大「
臘
月
村
田
楽
府
」其
の
二「
燈
市
行
」（
巻

三
〇
）
に
「
畳
玉
千
絲 

鬼
工
に
似
る
」
と
あ
る
。
瑠
璃
球
（
絹
の
袋
に
粟
を
入
れ
て

球
状
に
し
、
こ
れ
を
固
め
た
う
え
で
、
中
の
粟
を
抜
き
取
っ
て
作
っ
た
、
ガ
ラ
ス

玉
の
よ
う
な
球
状
の
も
の
）
に
料
絲
（
瑪
瑙
や
紫
石
英
な
ど
の
粉
末
に
し
た
も
の
を

交
え
て
縒
っ
た
絲
）
を
細
か
く
縦
横
に
巻
き
付
け
、
そ
の
糸
の
隙
間
す
べ
て
に
花
な

ど
を
細
か
く
描
き
込
ん
だ
灯
籠
（
周
如
昌
『
范
成
大
詩
選
』
の
注
釈
に
よ
る
）。

萬
眼
燈
は
細
か
な
花
の
眼
が
び
っ
し
り
と
連
な
り
、
琉
璃
毬
燈
は
無
数
の
糸
の
隙
間
か

ら
玉
の
虹
が
浮
か
び
上
が
る
。

薝
蔔
丹
房
挂　
　
　
　

薝た
ん
ぶ
く蔔　

丹た
ん
ぼ
う房

挂か

か
り

【
自
注
】　

梔
子
燈
。

梔
子
燈
な
り
。

葡
萄
緑
蔓
縈　
　
　
　

葡ぶ
ど
う萄　

緑り
ょ
く
ま
ん蔓

縈ま
つ
わ

る

【
自
注
】　

葡
萄
燈
。

葡
萄
燈
な
り
。

〇
薝
蔔
丹
房
挂　

薝
蔔
は
ク
チ
ナ
シ
。
丹
房
は
ク
チ
ナ
シ
の
赤
い
実
。
ク
チ
ナ
シ

の
実
を
象
っ
た
「
梔
子
燈
」
は
酒
楼
・
妓
館
の
門
前
に
点
さ
れ
た
。　

〇
葡
萄
緑
蔓

縈　

葡
萄
は
ブ
ド
ウ
。
緑
蔓
は
み
ど
り
の
つ
る
。
縈
は
か
ら
み
つ
く
。

く
ち
な
し
の
灯
籠
は
赤
い
実
の
よ
う
に
ぶ
ら
下
が
り
、
ぶ
ど
う
の
灯
籠
は
み
ど
り
の
つ

る
が
か
ら
み
つ
く
。

方
縑
繙
史
冊　
　
　
　

方ほ
う
け
ん縑　

史し
さ
つ冊

を
繙ひ

も
と

き

【
自
注
】　

生
絹
糊
大
方
燈
、
図
画
史
冊
故
事
。
村
人
喜
看
。

生
絹
も
て
大
方
燈
を
糊
し
、
史
冊
の
故
事
を
図
画
す
。
村
人
喜
び
看
る
。

圓
魄
綴
門
衡　
　
　
　

圓え
ん
は
く魄　

門も
ん
こ
う衡

に
綴つ

づ

る

【
自
注
】　

月
燈
。

月
燈
な
り
。

〇
方
縑　

大
き
な
四
角
い
灯
籠
に
張
り
付
け
た
絹
の
布
。
縑
は
か
と
り
ぎ
ぬ
。
縒
り

合
わ
せ
た
糸
で
堅
く
織
っ
た
絹
。　

〇
繙
史
冊　

繙
は
絵
解
き
を
す
る
。
史
冊
は
歴

史
書
。
歴
史
書
に
書
か
れ
た
物
語
を
絵
に
す
る
の
で
あ
る　

〇
圓
魄　

月
を
指
す
。

〇
綴
門
衡　

門
衡
は
門
柱
の
上
に
渡
し
た
横
木
。
綴
は
門
衡
に
ぶ
ら
下
げ
る
。

大
方
燈
の
四
角
い
絹
布
に
史
書
の
物
語
を
描
き
、
月
燈
を
門
柱
の
横
木
に
下
げ
る
。

擲
燭
騰
空
穏　
　
　
　

燭し
ょ
く

を
擲な

げ
う

て
ば　

空そ
ら

に
騰あ

が

り
て
穏お

だ

や
か
に

【
自
注
】　

小
毬
燈
、
時
擲
空
中
。

小
毬
燈
、
時
に
空
中
に
擲
つ
。

推
毬
滾
地
輕　
　
　
　

毬き
ゅ
う

を
推お

せ
ば　

地ち

を
滾こ

ろ
が

り
て
輕か

ろ

や
か
な
り

【
自
注
】　

大
滾
毬
燈
。

　
　
　
　
　

大
滾
毬
燈
な
り
。
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〇
擲
燭　

小
毬
燈
（
小
さ
な
球
形
の
灯
籠
）
を
空
中
に
放
つ
。　

〇
推
毬　

大
滾
毬

燈
（
大
き
な
地
面
を
転
が
る
球
形
の
灯
籠
）
を
推
す
。　

〇
滾
地
輕　

滾
は
転
が
る
、

転
が
す
。

小
さ
な
球
形
の
灯
籠
を
空
中
に
放
て
ば
、
空
に
ゆ
っ
く
り
昇
っ
て
い
く
。
大
き
な
球
形

の
灯
籠
を
地
上
に
転
が
せ
ば
、
軽
や
か
に
く
る
く
る
回
る
。

映
光
魚
隠
見　
　
　
　

光ひ
か
り

を
映え

い

じ
て　

魚う
お　

隠い
ん
け
ん見

し

【
自
注
】　

琉
璃
壷
瓶
貯
水
養
魚
、
以
燈
映
之
。

琉
璃
の
壷
瓶
に
水
を
貯
え
て
魚
を
養
い
、
燈
を
以
て
之
を
映
す
。

転
影
騎
縦
横　
　
　
　

影か
げ

を
転て

ん

じ
て　

騎き　

縦じ
ゅ
う
お
う横

た
り

【
自
注
】　

馬
騎
燈
。

馬
騎
燈
な
り
。

〇
映
光
魚
隠
見　

ガ
ラ
ス
の
容
器
に
水
を
入
れ
、
魚
を
泳
が
せ
て
、
燈
火
の
光
を
当

て
る
と
中
の
魚
が
見
え
隠
れ
す
る
。　

〇
転
影
騎
縦
横　

馬
騎
燈（
走
馬
燈
）が
回
っ

て
騎
馬
の
影
が
縦
横
に
動
き
回
る
。清
・
顧
禄『
清
嘉
録
』に
引
く
明
・
王
鏊『
姑
蘇
志
』

に
「
或
い
は
剪
紙
の
人
馬
を
傍
ら
に
懸
け
、
火
を
以
て
運
り
動
か
す
を
走
馬
燈
と
曰

う
。」
と
あ
る
。

ガ
ラ
ス
の
容
器
の
中
の
魚
が
、
光
の
中
で
泳
い
で
見
え
隠
れ
し
、
走
馬
燈
が
回
っ
て
騎

馬
の
影
が
縦
横
に
走
り
回
る
。

【
以
上
、
灯
籠
の
数
々
】

軽
薄
行
歌
過　
　
　
　

軽け
い
は
く薄

に
し
て　

行こ
う
か
す

歌
過
ぎ

顚
狂
社
舞
呈　
　
　
　

顚て
ん
き
ょ
う狂

に
し
て　

社し
ゃ
ぶ
て
い

舞
呈
す

【
自
注
】　

民
間
鼓
楽
謂
之
社
火
、
不
可
悉
記
、
大
抵
以
滑
稽
取
笑
。

民
間
の
鼓
楽 

之
を
社
火
と
謂
う
。
悉
く
は
記
す
可
か
ら
ず
。
大
抵 

滑
稽

を
以
て
笑
い
を
取
る
。

〇
軽
薄
行
歌
過　

軽
薄
は
軽
々
し
く
落
ち
着
き
が
な
い
さ
ま
。
こ
こ
は
民
間
の
鼓

楽
の
滑
稽
な
様
子
を
い
う
。
行
歌
は
歩
き
な
が
ら
歌
う
。　

〇
顚
狂
社
舞
呈　

顚

狂
は
気
が
狂
っ
た
よ
う
な
さ
ま
。
社
舞
は
土
地
神
に
奉
納
す
る
神
楽
の
舞
。
そ
れ

が
神
が
降
り
た
よ
う
な
エ
ク
ス
タ
シ
ー
状
態
で
舞
い
踊
る
。
な
お
「
軽
薄
」「
顚
狂
」

の
語
は
杜
甫
「
絶
句
漫
興
九
首
」
其
の
五
に
「
顚
狂
の
柳
絮
は
風
に
随
い
て
舞
い
／

軽
薄
の
桃
花
は
水
を
逐
い
て
流
る
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

道
を
行
進
し
な
が
ら
軽
や
か
で
滑
稽
な
歌
を
歌
う
人
。
狂
っ
た
よ
う
に
舞
い
踊
る
社
の

神
楽
の
舞
。（
み
ん
な
の
笑
い
を
誘
う
。）

村
田
蓑
笠
野　
　
　
　

村そ
ん
で
ん田　

蓑さ
り
ゅ
う
や

笠
野
に
し
て

【
自
注
】　

村
田
楽
。

村
田
楽
な
り
。

街
市
管
弦
清　
　
　
　

街が
い
し市　

管か
ん
げ
ん
き
よ

弦
清
し

【
自
注
】　

街
市
細
楽
。

街
市
の
細
楽
な
り
。

〇
村
田
蓑
笠
野　

村
田
は
い
な
か
。こ
こ
は
い
な
か
の
素
朴
な
音
楽
。蓑
笠
は
み
の
・

か
さ
。
農
民
を
指
す
。
野
は
形
容
詞
で
い
な
か
ら
し
く
ひ
な
び
た
よ
う
す
。　

〇

街
市
細
楽　

都
会
風
の
清
ら
か
で
繊
細
な
楽
の
音
。

田
舎
の
音
楽
は
蓑
笠
つ
け
た
農
民
が
素
朴
に
歌
い
、
都
会
の
音
楽
は
管
楽
器
・
弦
楽
器

で
奏
で
る
清
ら
か
で
繊
細
な
楽
の
音
。

里
巷
分
題
句　
　
　
　

里り
こ
う巷　

題だ
い
く句

を
分わ

か

ち

【
自
注
】　

毎
里
門
作
長
燈
、
題
好
句
其
上
。

里
門
毎
に
長
燈
を
作
り
、
好
句
を
其
の
上
に
題
す
。

官
曹
別
扁
門　
　
　
　

官か
ん
そ
う曹　

扁へ
ん
も
ん門

を
別べ

っ

す

【
自
注
】　

官
府
名
額
、
多
以
絹
或
琉
璃
照
映
。

官
府
の
名
額
は
、
多
く
絹
或
い
は
琉
璃
を
以
て
照
映
す
。

〇
里
巷
分
題
句　

街
の
通
り
で
は
門
の
両
脇
に
長
い
灯
籠
を
掛
け
、
好
い
詩
句
を

書
き
付
け
る
。　

〇
官
曹
別
扁
門　

役
所
の
建
物
は
門
の
扁
額
を
、
絹
あ
る
い
は

ガ
ラ
ス
の
灯
籠
で
特
別
に
あ
つ
ら
え
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
。
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街
の
通
り
で
は
門
の
両
脇
に
長
い
灯
籠
を
掛
け
、
い
い
詩
句
を
書
き
付
け
る
。
役
所
の

建
物
で
は
門
の
扁
額
を
絹
あ
る
い
は
ガ
ラ
ス
の
灯
籠
で
別
に
あ
つ
ら
え
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
す
る
。

旱
船
遥
似
泛　
　
　
　

旱か
ん
せ
ん船　

遥は
る

か
に
し
て
泛う

か

ぶ
に
似に

【
自
注
】　

夾
道
陸
行
為
競
渡
之
楽
、
謂
之
划
旱
船
。

道
を
夾
ん
で
陸
行
し
、
競
渡
の
楽
し
み
を
為
す
、
之
を
划
旱
船
と
謂
う
。

水
儡
近
如
生　
　
　
　

水す
い
ら
い儡　

近ち
か

づ
け
ば
生い

く
る
が
如ご

と

し

【
自
注
】　

水
戯
照
以
燈
。

水
戯
は
照
ら
す
に
燈
を
以
て
す
。

〇
旱
船　

跑
旱
船
。「
旱
船
」
は
陸
上
を
行
く
船
の
意
。「
高
粱
、
木
又
は
竹
を
以
て

骨
組
と
し
、
こ
れ
に
更
紗
な
ど
を
張
っ
て
長
さ
一
間
ば
か
り
の
〔
底
の
な
い
〕
船
の

形
を
作
っ
た
も
の
で
、一
人
の
男
が
こ
の
船
の
中
に
入
り
、紐
を
以
て
肩
か
ら
吊
り
、

船
体
は
腰
の
あ
た
り
に
あ
る
の
で
あ
る
。
其
の
男
が
歩
く
に
従
っ
て
船
も
動
く
の

で
跑
旱
船
の
名
が
あ
る
の
で
あ
る
。」（
永
尾
龍
造
『
支
那
民
俗
誌
』
第
二
巻
四
一
五

頁
）。
自
注
の
「
競
渡
」
は
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
。「
划
旱
船
」
は
旱
船
を
漕こ

ぐ
。　

〇
水

儡　

水
傀
儡
。
水
上
で
演
ず
る
操
り
人
形
。（
ベ
ト
ナ
ム
の
水
上
人
形
劇
ム
ア
ゾ
イ

ヌ
オ
ッ
ク
の
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
）。『
東
京
夢
華
録
』
巻
七
に
「
水
傀
儡
」
と
し
て

見
え
る
。
云
う
「
一
小
船
有
り
、
上
に
小
綵
楼
を
結
ぶ
。
下
に
三
小
門
有
り
。
傀
儡

棚
〔
人
形
劇
の
舞
台
〕
の
如
し
。
水
中
の
楽
船
に
正
対
す
。
上
に
参
軍
色
あ
り 
進
ん

で
語
を
致
し
楽
作お

こ

る
。
綵
棚
の
中
門
開
き
、
小
木
偶
人
出
ず
。
小
船
子
上
、
一
白

衣
の
人
有
り
、
釣
を
垂
る
。
後
に
小
童
有
り
、
棹
を
挙
げ
て
船
を
划こ

ぎ
、
遼
遶
す

る
こ
と
数
回
、
語
を
作
し
楽
作
る
。
活
小
魚
一
枚
を
釣
り
出
す
。
又
楽
を
作な

し
て

小
船 

棚
に
入
る
。
継
い
で
木
偶
の
築
毬
〔
ホ
ッ
ケ
ー
〕・
舞
旋
の
類
有
り
。
亦
た
各
々

致
語
を
念
じ
唱
和
し
て
楽
作
る
。
之
を
水
傀
儡
と
謂
う
。」
と
。

跑
旱
船
は
遠
く
か
ら
見
れ
ば
水
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
で
、
水
上
人
形
は
近
く
で
見
る

と
ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
だ
。

鉗
赭
装
牢
戸　
　
　
　

鉗か
ん
し
ゃ赭　

牢ろ
う
こ戸

に
装そ

う

し

【
自
注
】　

獄
燈
。

獄
燈
な
り
。

嘲
嗤
絵
楽
棚　
　
　
　

嘲ち
ょ
う
し嗤　

楽が
く
ほ
う棚

に
絵え

が

く

【
自
注
】　

山
棚
多
画
一
時
可
嘲
誚
之
人
。

山
棚
に
は
多
く
一
時 

嘲
誚
す
可
き
の
人
を
画
く
。

〇
鉗
赭　

古
代
の
刑
法
で
、
鉗
は
鉄
の
鎖
で
く
び
か
せ
を
は
め
る
、
赭
は
罪
人
に
赤

土
色
の
衣
を
着
せ
る
こ
と
。　

〇
牢
戸　

監
獄
、
獄
舎
。　

〇
嘲
嗤
絵
楽
棚　

嘲
嗤

は
あ
ざ
け
り
わ
ら
う
。楽
棚
は
歌
舞
や
雑
劇
を
演
ず
る
舞
台
。『
東
京
夢
華
録
』巻
六
、

元
宵
の
条
に
「
燈
山
よ
り
宣
徳
門
に
至
る
楼
横
大
街 

約
百
余
丈
、
…
内
に
楽
棚
を

設
け
、
衙
前
楽
人
を
差
し
て
楽
・
雑
戯
を
作な

し
、
并
せ
て
左
右
軍
の
百
戯 

其
の
中

に
在
り
」
云
々
と
あ
る
。

獄
舎
に
は
首
枷
や
罪
人
の
赤
い
服
を
描
い
た
灯
籠
を
掲
げ
、
音
楽
や
雑
戯
の
舞
台
に
は

そ
の
当
時
、
謗
り
や
嘲
笑
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
話
題
の
人
物
の
絵
を
描
く
。

堵
観
瑤
席
隘　
　
　
　

堵と
か
ん観　

瑤よ
う
せ
き
せ
ま

席
隘
く

喝
道
綺
叢
争　
　
　
　

喝か
つ
ど
う道　

綺き
そ
う
あ
ら
そ

叢
争
う

〇
堵
観　

見
物
の
人
々
が
び
っ
し
り
垣
根
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
よ
う
す
。　

〇
瑤

席
隘　

瑤
席
は
華
麗
な
宴
席
、
酒
席
。
人
出
が
多
く
混
み
あ
っ
て
い
る
の
で
、
官

員
な
ど
身
分
の
高
い
人
々
の
宴
席
も
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
取
れ
な
い
。　

〇
喝
道

役
人
が
出
行
す
る
と
き
、
行
列
の
前
で
「
道
を
開
け
よ
、
道
を
開
け
よ
」
と
大
声
で

ふ
れ
る
こ
と
。　

〇
綺
叢
争　

綺
叢
は
綺
羅
叢
。
富
貴
の
人
々
の
集
ま
る
場
所
。
混

み
あ
っ
て
い
る
の
で
道
を
譲
れ
譲
ら
ぬ
で
小
競
り
合
い
に
な
る
。

人
出
多
く
、
か
き
ね
の
よ
う
な
列
を
な
し
、
貴
人
の
宴
席
も
今
宵
は
手
狭
。
お
役
人
の

お
出
ま
し
で
、
下
が
れ
下
が
れ
と
叫
ん
で
も
、
富
貴
の
人
の
い
る
場
所
で
は
、
威
光
も

ま
る
で
形
無
し
で
、
い
さ
か
い
ご
と
も
お
こ
る
ほ
ど
。

禁
鑰
通
三
鼓　
　
　
　

禁き
ん
や
く鑰　

三さ
ん
こ鼓

を
通つ

う

じ
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帰
鞭
任
五
更　
　
　
　

帰き
べ
ん鞭　

五ご
こ
う更

に
任ま

か

す

〇
禁
鑰
通
三
鼓　

禁
鑰
は
宮
門
の
か
ぎ
。
こ
こ
で
は
宮
廷
の
門
禁（
夜
間
外
出
禁
止
）

を
指
す
。
唐
代
の
長
安
で
は
日
没
と
と
も
に
各
坊
（
市
内
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
）
の
門
及

び
東
西
の
市
場
の
門
は
閉
ざ
さ
れ
、
市
民
の
夜
間
外
出
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
唐

末
か
ら
市
制
の
崩
壊
に
つ
れ
て
夜
禁
も
弛
み
、
宋
代
に
な
る
と
商
業
に
対
す
る
空

間
・
時
間
の
制
限
は
除
か
れ
、
夜
市
、
す
な
わ
ち
市
場
の
夜
間
営
業
も
広
が
っ
て

い
た
（
加
藤
繁
「
宋
代
に
於
け
る
都
市
の
発
達
に
就
い
て
」〔
『
支
那
経
済
史
考
証
』

上
〕、
入
矢
義
高
・
梅
原
郁 

訳
注
『
東
京
夢
華
録
』
巻
二
、
州
橋
の
夜
市
の
条
の
注

な
ど
を
参
照
）。
そ
う
い
う
中
で
も
特
に
元
宵
節
の
前
後
数
日
間
は
夜
禁
は
全
く
無

く
、
深
窓
の
女
性
た
ち
さ
え
こ
の
夜
ば
か
り
は
遅
く
ま
で
自
由
に
外
を
往
来
で
き

た
。
三
鼓
は
三
更
、
す
な
わ
ち
深
夜
十
二
時
。　

〇
帰
鞭
任
五
更　

帰
鞭
す
な
わ

ち
帰
宅
時
間
は
五
更
す
な
わ
ち
午
前
四
時
ご
ろ
ま
で
に
な
っ
て
も
自
由
に
許
さ
れ

て
い
た
。

こ
の
夜
ば
か
り
は
夜
禁
も
な
く
、
真
夜
中
に
さ
え
通
行
自
由
。
夜
明
け
に
帰
る
も
お
構

い
な
し
。

【
以
上
、
街
路
の
に
ぎ
わ
い
】

桑
蠶
春
繭
勧　
　
　
　

桑そ
う
さ
ん蠶　

春し
ゅ
ん
け
ん
す
す

繭
勧
め

【
自
注
】　

春
繭
自
臘
月
即
入
食
次
、
所
以
為
蠶
事
之
兆
。

春
繭
は
臘
月
自
り
即
ち
食
次
に
入
る
、
蠶
事
の
兆
を
為
す
所
以
な
り
。

花
蝶
夜
蛾
迎　
　
　
　

花か
ち
ょ
う蝶　

夜や
が
む
か

蛾
迎
う

【
自
注
】　

大
白
蛾
花
、
無
貴
賤
悉
戴
之
。
亦
以
迎
春
物
也
。

大
白
蛾
花
は
、
貴
賤
と
無
く
悉
く
之
を
戴
す
。
亦
た
以
て
春
を
迎
う
る

の
物
な
り
。

〇
桑
蠶
春
繭
勧　

桑
蠶
は
桑
を
摘
み
蚕
を
飼
う
、
養
蚕
。
春
繭
は
春
の
ま
ゆ
。
こ
こ

は
食
品
名
で
今
の
春
巻
の
よ
う
な
も
の
。
具
の
中
に
め
で
た
い
言
葉
を
記
し
た
お

み
く
じ
の
よ
う
な
も
の
を
は
さ
み
、
養
蚕
の
吉
凶
を
占
う
。『
開
元
天
宝
遺
事
』
天

宝
下
「
探
官
」
の
条
に
は
「
都
中
、
正
月
十
五
日
に
至
る
毎
に
麪
繭
を
作
り
、
官
位

を
以
て
子
（
中
に
入
れ
る
具
材
）
に
帖
り
、
官
位
の
高
下
を
卜
い
、
或
い
は
筵
宴
を

賭
し
て
、以
て
戯
笑
を
為
す
。」と
あ
る
の
は
古
い
例
で
あ
り
、南
宋
の
楊
万
里
に「
上

元
の
夜
、
里
俗
、
粉
米
も
て
繭
絲
を
為
り
、
吉
語
を
書
き
て
其
の
中
に
置
き
、
以

て
一
歳
の
福
禍
を
占
う
。
之
を
繭
卜
と
謂
う
。
因
り
て
戯
れ
に
長
句
を
作
る
」
と
題

す
る
詩
（
『
誠
斎
集
』
巻
五
）
が
あ
り
、「
児
女
玉
を
炊
き
て
繭
絲
を
作
り
／
中
に
吉

語
を
蔵
し
て
黙
し
て
祈
る
有
り
／
小
児
は
身
の
官
を
取
る
こ
と
早
き
を
祝い

の

り
／
小

女
は
只
だ
蠶
事
の
好
き
を
求
む
」
な
ど
と
あ
る
の
は
同
時
代
の
例
で
あ
る
。『
夢
粱

録
』巻
一
六
、葷
素
從
食
店
の
条
に
市
食
点
心
と
し
て「
米
薄
皮
春
繭
」「
子
母
春
繭
」

「
活
糖
沙
餡
諸
色
春
繭
」
な
ど
が
見
え
る
。　

〇
花
蝶
夜
蛾
迎　

花
蝶
・
夜
蛾
は
い

ず
れ
も
女
性
が
髪
に
挿
す
か
ん
ざ
し
。（
元
宵
節
の
夜
は
人
ご
み
で
ご
っ
た
返
す
た

め
、
翌
朝
、
か
ん
ざ
し
が
た
く
さ
ん
道
路
に
落
ち
て
い
た
と
い
う
。）

養
蚕
は
春
繭
（
春
巻
）
の
中
の
お
み
く
じ
が
出
来
具
合
を
占
う
。
女
性
た
ち
は
花
蝶
や

夜
蛾
の
か
ん
ざ
し
を
挿
し
て
夜
の
街
に
繰
り
出
す
。（
い
ず
れ
も
春
を
迎
え
る
風
物

詩
）。

鳧
子
描
丹
筆　
　
　
　

鳧ふ

し子
は
丹た

ん
ぴ
つ筆

も
て
描え

が

き

【
自
注
】　

紅
画
鴨
子
相
餽
遺
。

紅
も
て
鴨
子
に
画
き
て
相
餽
遺
す
。

鵝
毛
剪
雪
英　
　
　
　

鵝が
も
う毛

は
雪せ

つ
え
い英

に
剪き

る

【
自
注
】　

剪
鵝
毛
為
雪
花
、
与
夜
蛾
並
戴
。

鵝
毛
を
剪
り
て
雪
花
を
為
し
、
夜
蛾
と
与
に
並
せ
戴
く
。

〇
鳧
子
描
丹
筆　

鳧
子
は
カ
モ
の
卵
。
そ
れ
を
赤
く
塗
っ
た
り
絵
を
描
い
た
り
し
て

互
い
に
贈
り
物
に
す
る
。　

〇
鵝
毛
剪
雪
英　

鵝
毛
は
ガ
チ
ョ
ウ
の
白
い
羽
。
そ

れ
を
切
っ
て
雪
の
結
晶
の
よ
う
な
形
に
し
、
花
か
ん
ざ
し
に
し
て
髪
に
挿
す
。

カ
モ
の
卵
は
赤
い
筆
で
塗
っ
て
贈
り
合
い
、
ガ
チ
ョ
ウ
の
羽
は
雪
の
結
晶
の
形
に
切

り
、
か
ん
ざ
し
に
し
て
髪
に
挿
す
。

寶
糖
珍
粔
籹　
　
　
　

寶ほ
う
と
う糖

は
粔き

ょ
じ
ょ籹

よ
り
も
珍め

ず
ら

し
く

【
自
注
】　

鎚
拍
、
呉
中
謂
之
寶
糖
鎚
。
特
為
脆
美
。
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鎚
拍
は
、
呉
中　

之
を
寶
糖
鎚
と
謂
う
。
特
に
脆
美
為
り
。

烏
膩
美
飴
餳　
　
　
　

烏う

じ膩
は
飴い

餳と
う

よ
り
も
美う

ま

し

【
自
注
】　

烏
膩
糖
即
白
餳
。
俗
言
能
去
烏
膩
。

烏
膩
糖
は
即
ち
白
餳
な
り
。
俗
に
言
う 

能
く
烏
膩
を
去
る
と
。

〇
寶
糖　

蘇
州
地
方
で
寶
糖
鎚
と
い
う
あ
め
。
脆
美
、
や
わ
ら
か
く
て
う
ま
い
と
自

注
に
云
う
。　

〇
粔
籹　

も
ち
米
の
粉
に
麵
粉
を
混
ぜ
、
は
ち
み
つ
を
加
え
て
環

状
に
し
、
油
で
煎
っ
た
か
り
ん
と
う
風
の
菓
子
。『
楚
辞
』
招
魂
に
「
粔
籹
蜜
餌 

餦

有
り
」。　

〇
烏
膩　

烏
膩
糖
。
白
い
餳あ

め

。
烏
膩
は
油
汚
れ
の
こ
と
。
こ
の
糖
が

俗
に
よ
く
あ
ぶ
ら
の
汚
れ
を
取
る
と
い
う
の
で
烏
膩
糖
と
呼
ば
れ
る
。　

〇
飴
餳

飴
糖
、
麦
芽
糖
の
類
。

宝
糖
は
粔
籹
〔
か
り
ん
と
う
風
の
菓
子
〕
よ
り
も
珍
味
で
、
烏
膩
糖
は
か
た
飴
よ
り
も

美
味
。（
い
ず
れ
も
元
宵
節
ご
ろ
の
風
味
）。

撚
粉
団
欒
意　
　
　
　

粉こ
な

を
撚こ

ね

れ
ば
団だ

ん
ら
ん欒

の
意い

【
自
注
】　

子
。

団
子
な
り
。

熬
稃
腷
膊
声　
　
　
　

稃も
み

を
熬い

れ
ば
腷ひ

ょ
く
は
く膊

の
声こ

え

【
自
注
】　

炒
糯
穀
以
卜
、
俗
名
孛
婁
、
北
人
号
糯
米
花
。

糯
穀
を
炒
り
て
以
て
卜
す
。
俗
に
孛
婁
と
名
づ
く
。
北
人
は
糯
米
花
と

号
す
。

〇
撚
粉
団
欒
意　

米
の
粉
を
こ
ね
て
団
子
を
作
る
。
い
わ
ゆ
る
元
宵
〔
ユ
ア
ン
シ
ャ

オ
〕。
そ
の
円
い
の
は
一
家
団
欒
の
意
。　

〇
熬
稃
腷
膊
声　

熬
稃
は
も
ち
米
の
も

み
を
煎
る
。
腷
膊
（bibo

）
は
そ
の
爆
ぜ
る
音
の
擬
声
語
。
自
注
に
「
糯
穀
を
炒
り

て
以
て
卜
す
」
と
あ
り
、
明
・
李
戒
庵
「
米
花
」
詩
に
「
東
の
か
た
呉
城
に
入
る
十
万

家
／
家
家 

穀
を
爆
し
て
年
華
を
卜
す
／
鍋
に
就
き
て
抛
下
す
黄
金
の
粟
／
手
を
転

ず
れ
ば
翻
り
成
る
白
玉
花
／
紅
粉
の
美
人
は
喜
子
を
占
い
／
白
頭
の
老
叟
は
生
涯

を
問
う
」
云
々
と
あ
る
。
清
・
顧
禄
『
清
嘉
録
』
正
月
「
爆
孛
婁
」
の
条
に
「
郷
農
、

糯
穀
を
以
て
焦
釜
に
入
れ
、
老
幼
各
々
一
粒
を
占
う
。
爆
孛
婁
と
曰
う
。
流
年
の

休
咎
を
卜
す
と
謂
う
」
と
あ
る
。
永
尾
龍
造
『
支
那
民
俗
誌
』
第
二
巻
五
一
七
頁
「
爆

糯
米
花
に
よ
る
占
」
に
よ
れ
ば
、「
元
夕
に
糯
米
を
は
ぜ
ら
せ
て
花
の
や
う
に
な
っ

た
も
の
に
由
っ
て
一
年
の
吉
凶
を
占
験
す
る
。
之
を
作
る
方
法
は
糯
米
を
予
め
水
に

浸
し
置
き
、
後
取
出
し
て
蒸
し
上
げ
た
の
を
日
に
あ
て
て
乾
か
し
、
或
は
円
く
捏
ね

て
餅
の
や
う
な
状
態
に
し
た
り
、
或
は
手
で
搓
り
散
ら
し
て
細
か
く
し
、
爆
糯
米
花

を
作
る
時
の
用
意
を
し
て
置
く
の
で
あ
る
。
之
を
米
花
と
謂
ふ
。
元
宵
の
夕
に
な
っ

て
之
を
取
出
し
、竈
の
大
釜
の
中
で
、そ
れ
を
は
ぜ
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
…
そ
の
〔
は

ぜ
て
出
来
た
〕
各
花
が
ぞ
っ
く
り
と
揃
っ
て
ふ
っ
く
ら
と
充
満
し
て
出
来
れ
ば
、
そ

れ
を
好
い
兆
と
し
、
若
し
反
対
に
餘
り
は
ぜ
ら
な
か
っ
た
り
、
又
は
ぜ
砕
け
た
り

す
れ
ば
、
不
吉
の
予
兆
と
す
る
の
で
あ
る
。」

粉
を
こ
ね
て
団
子
を
作
る
。
団
欒
の
シ
ン
ボ
ル
。
も
ち
米
を
煎
れ
ば
ポ
ン
ポ
ン
爆
ぜ
る
。

そ
の
爆
ぜ
た
形
で
一
年
を
占
う
。

【
以
上
、
元
宵
節
の
風
味
な
ど
】

筳

巫
志
怪　
　
　
　

筳
て
い
せ
ん

し
て
巫ふ　

怪か
い

を
志し

る

し

香
火
婢
輸
誠　
　
　
　

香こ
う
か火

し
て
婢ひ　

誠ま
こ
とを

輸い
た

す

【
自
注
】　

俗
謂
正
月
百
草
霊
。
故
帚
葦
針
箕
之
属
皆
卜
焉
。
多
婢
子
之
輩
為
之
。

俗
に
正
月
百
草
霊
な
り
と
謂
う
。
故
に
帚
・
葦
・
針
・
箕
の
属 

皆
卜
す
。

多
く
は
婢
子
の
輩 

之
を
為
す
。

〇
筳
　

筳
は
小
さ
く
折
っ
た
竹
。

は
占
う
。『
楚
辞
』
離
騒
に
「
瓊
茅
と
筳
と
を

索
り
て

う
」。
王
逸
注
に
「
瓊
茅
は
霊
草
な
り
。
筳
は
小
折
竹
な
り
。
楚
人
草
を

結
び
竹
を
折
っ
て
卜
す
る
を

と
謂
う
」。　

〇
巫
志
怪　

巫
は
巫
女
。
志
怪
は
占

い
を
行
っ
て
不
思
議
な
話
（
占
い
の
結
果
）
を
語
る
。　

〇
香
火　

香
を
焚
く
。
焼

香
し
て
神
に
祈
る
。　

〇
婢
輸
誠　

婢
た
ち
が
誠
意
を
尽
く
し
心
を
集
中
し
て
神

に
祈
り
、託
宣
を
乞
う
。　

〇
百
草
霊　

清
・
顧
禄
『
清
嘉
録
』
巻
一
、百
草
霊
に
「
婦

女
又
た
帚
姑
、
針
姑
、
葦
姑
を
召
し
て
一
歳
の
吉
凶
を
卜
問
す
る
者
有
り
。
一
に

百
草
霊
と
名
づ
く
。
郷
間
に
は
則
ち
蠶
を
祈
る
の
祭
有
り
。」
と
あ
る
。

巫
女
は
占
い
を
し
て
不
思
議
な
託
宣
を
述
べ
、
は
し
た
め
は
誠
を
尽
し
て
香
を
焚
く
。

（
自
注
に
云
う
、
正
月
は
百
草
霊
〔
バ
イ
ツ
ァ
オ
リ
ン
〕
と
い
わ
れ
、
す
べ
て
に
霊
が
宿
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る
時
期
だ
か
ら
、
ほ
う
き
、
よ
し
、
は
り
、
み 

な
ど
に
や
ど
る
神
様
に
祈
っ
て
、
占

い
を
す
る
。
多
く
は
家
の
婢
た
ち
が
そ
れ
を
行
う
。）

箒
卜
拖
裙
験　
　
　
　

箒そ
う
ぼ
く卜　

裙く
ん

を
拖ひ

い
て
験け

ん

あ
り

【
自
注
】　

弊
帚
繋
裙
以
卜
。
名
掃
帚
姑
。

弊
帚
に
裙
を
繋
ぎ
て
以
て
卜
す
。
掃
帚
姑
と
名
づ
く
。

箕
詩
落
筆
驚　
　
　
　

箕き

し詩　

筆ふ
で

を
落お

と

し
て
驚お

ど
ろく

【
自
注
】　

即
古
紫
姑
。
今
謂
之
大
仙
。
俗
名
筲
箕
姑
。

即
ち
古
の
紫
姑
な
り
。
今
之
を
大
仙
と
謂
う
。
俗
に
筲
箕
姑
と
名
づ
く
。

〇
箒
卜
拖
裙
験　

箒
卜
は
蘇
州
地
方
で
正
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
巫
女
の
占
い
。
使

い
古
し
た
箒
に
裙
〔
ス
カ
ー
ト
〕
を
穿
か
せ
て
紫
姑
神
の
神
像
を
作
り
、
そ
の
動
き
に

よ
っ
て
吉
凶
を
占
う
。
永
尾
龍
造『
支
那
民
俗
誌
』第
二
巻
五
三
四
頁
に
よ
れ
ば「
箒

姑
と
い
ふ
の
は
古
い
箒
を
持
ち
出
し
、
そ
れ
に
布
を
被
せ
て
頭
と
し
、
箸
を
挿
し
、

ま
た
別
に
布
切
れ
を
く
く
り
付
け
て
裙
と
し
て
人
形
の
形
に
し
た
も
の
で
、
こ
れ

に
対
し
て
ま
た
願
ひ
事
を
し
た
り
、
占
ひ
を
聞
い
た
り
す
る
と
、
箒
姑
は
ひ
と
り

で
に
起
っ
た
り
伏
し
た
り
し
て
動
く
の
で
あ
る
。」　

〇
箕
詩
落
筆
驚　

箕
姑
神
の

占
い
。
北
宋
・
蘇
軾
「
天
篆
記
」（
文
集
巻
一
二
）
に
「
江
淮
の
間
、
俗 

鬼
を
尚
び
、

歳
の
正
月
、
必
ず
箕
・
箒
に
衣
服
し
て
子
姑
神
と
為
し
、
或
い
は
能
く
数さ

く
さ
く数

と
し

て
字
を
画
く
」
と
あ
る
。
陸
游
「
箕
卜
」
詩
に
も
「
孟
春
百
草
霊
な
り
／
古
俗 

紫
姑

を
迎
う
／
厨
中 

竹
箕
を
取
り
／
冒
す
に
婦
の
裙
襦
を
以
て
す
／
竪
子
夾
ん
で
扶
持

し
／
筆
を
挿
し
て
其
の
書
く
を
祝
る
／
俄
か
に
物
の
憑
く
有
る
が
若
く
／
対
答 
須

臾
な
ら
ず
／
豈
に
必
ず
し
も
中
否
を
考
え
ん
や
／
一
笑 

聊
か
相
娯
し
む
／
詩
章
亦

た
間ま

ま
作
り
／
酒
食
は
須
う
る
所
に
随
う
／
興
闌
に
し
て
忽
ち
辞
去
す
／
誰
か
能

く
其
の
袪
を
執
ら
ん
／
箕
を
持
ち
て
竈
婢
に
畀あ

た

え
／
筆
を
棄
て
て
牆
隅
に
臥
せ
し

む
／
几
席
亦
た
已
に
撤
し
／
狼
藉
た
り
果
と
蔬
と
／
紛
紛
と
し
て
竟
に
何
の
益
あ

ら
ん
／
人
鬼
均
し
く
一
愚
」。
ま
た
南
宋
末
・
張
世
南
（
鄱
陽
の
人
）
の
『
游
宦
紀
聞
』

巻
三
に
「
世
南
少
小
の
時
、
嘗
て
親
朋
の
間
、
紫
姑
仙
に
請
う
有
る
を
見
た
り
。
筯は

し

を
以
て
筲
箕
に
挿
し
、灰
を
桌
上
に
布
き
て
之
に
画
く
。
能
く
詩
詞
を
作
る
者
有
り
。

…
亦
た
能
く
時
賦
・
時
論
・
記
跋
の
類
を
作
る
者
有
り
。
往
往
敏
に
し
て
工
み
也
。

禍
福
を
言
う
も
卻
っ
て
多
く
験
あ
ら
ず
。」　

ま
た
永
尾
龍
造
『
支
那
民
俗
誌
』
第
二

巻
五
三
四
頁
に
よ
れ
ば
、「
箕
姑
は
一
枚
の
箕
の
真
中
に
箸
を
一
本
立
て
る
。
そ
の

箸
に
は
手
巾
位
の
広
さ
の
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
れ
を
神
体
と
見
立
て
、
そ
れ
に
対
し
て

神
の
乗
移
り
を
願
ふ
の
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
と
呪
文
を
唱
へ
て
ゐ
る
と
、
神
が
お
降

り
に
な
っ
て
箸
は
自
ら
動
き
出
す
の
で
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
聞
く
と
、

箸
が
動
い
て
字
を
書
い
た
り
、
人
が
手
を
出
せ
ば
そ
の
手
を
撃
っ
た
り
、
或
は
米

で
も
舂
く
や
う
な
風
を
す
る
。」と
あ
る
。（
日
本
で
昔
、流
行
っ
た「
こ
っ
く
り
さ
ん
」

や
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の「
テ
ー
ブ
ル
・
タ
ー
ニ
ン
グ〔T

able-turning

〕
」の
類
で
あ
ろ
う
。）

箒
に
ス
カ
ー
ト
を
穿
か
せ
た
紫
姑
神
は
ス
カ
ー
ト
を
引
い
て
霊
験
あ
ら
た
か
。
箕
に
立

て
た
箕
姑
神
は
筆
を
動
か
し
て
詩
を
書
き
、
み
ん
な
び
っ
く
り
。

微
如
針
属
尾　
　
　
　

微び

な
る
は
針は

り

の
尾お

を
属つ

な

ぐ
が
如ご

と

く

【
自
注
】　

以
針
姑
卜
、
伺
其
尾
相
属
為
兆
。
名
針
姑
。

針
姑
を
以
て
卜
い
、
其
の
尾
の
相
属
す
る
を
伺
い
て
兆
と
為
す
。
針
姑

と
名
づ
く
。

賤
及
葦
分
莖　
　
　
　

賤せ
ん

な
る
は
葦よ

し

の
莖く

き

を
分わ

か

つ
に
及お

よ

ぶ

【
自
注
】　

葦
莖
分
合
為
卜
。
名
葦
姑
。

　
　
　
　
　

葦
莖
の
分
合
も
て
卜
を
為
す
。
葦
姑
と
名
づ
く
。

〇
微
如
針
属
尾　

針
姑
娘
を
招
い
て
の
占
い
。「
針
の
尾
を
属
ぐ
」
と
は
二
本
の
針

の
先
が
ぴ
た
り
と
く
っ
つ
く
こ
と
で
あ
る
。
永
尾
龍
造
『
支
那
民
俗
誌
』
第
二
巻

五
四
九
頁
に
よ
れ
ば
、「
江
蘇
省
呉
県
地
方
で
は
、
此
の
夜
〔
元
宵
節
の
夜
〕
針
の

神
に
女
工
の
上
達
を
祈
る
風
習
が
あ
る
。
針
の
神
を
鍼
姑
と
い
ふ
。
…
其
の
神
に

願
立
を
す
る
為
に
は
、
二
本
の
針
に
糸
を
通
し
、
そ
の
頭
と
頭
と
を
相
対
せ
し
め
、

先
の
方
は
全
く
相
反
し
た
方
向
に
向
け
て
一
直
線
に
置
く
。
さ
う
し
て
お
祈
り
を

し
て
神
が
お
降
り
に
な
る
と
、
其
の
針
は
い
つ
の
間
に
か
方
向
を
変
へ
て
、
先
と

先
と
が
相
対
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。」　

〇
賤
及
葦
分
莖　

葦
姑
娘
を
招

い
て
の
占
い
。
葦
草
を
束
ね
て
神
体
と
し
、
こ
れ
を
招
い
て
一
年
の
吉
凶
を
問
う
。

蘇
軾
「
子
姑
神
記
」（
文
集
巻
一
二
）
に
「
予
往
き
て
之
を
観
る
に
、
則
ち
草
木
に
衣

し
婦
人
と
為
し
て
、
筯は

し

を
手
中
に
置
き
、
二
小
童
子
焉こ

れ

を
扶
く
。
筯
を
以
て
字
を

画
き
て
曰
く
、
…
」
云
々
と
あ
る
。
ま
た
別
に
永
尾
龍
造
『
支
那
民
俗
誌
』
第
二
巻
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五
三
八
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
湖
北
省
応
山
県
地
方
に
伝
わ
る
茅
草
姑
娘
を
招
い

て
の
占
い
で
は
、概
略
次
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
る
。
人
の
字
型
に
折
っ
た
茅
を
、

別
の
茅
の
上
に
跨
ぐ
よ
う
に
下
げ
、
そ
の
先
端
に
介
の
字
型
に
な
る
よ
う
に
二
本

の
脚
を
下
げ
る
。こ
れ
が
茅
草
姑
娘
の
神
体
。鶏
の
毛
を
以
て
よ
く
摩
擦
し
て
か
ら
、

そ
の
脚
の
間
を
徐
々
に
摩
擦
す
る
。
茅
草
姑
娘
に
対
す
る
唱
え
ご
と
を
し
て
か
ら
、

「
擦
っ
た
り
唱
へ
た
り
何
遍
か
繰
り
返
し
て
、
鶏
の
羽
を
馬
と
見
立
て
て
、
神
様
を

そ
れ
に
乗
せ
る
や
う
に
両
脚
の
間
に
入
れ
る
と
、
両
脚
は
鶏
の
毛
を
夾
ん
で
、
馬
に

乗
っ
た
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
馬
に
乗
っ
た
や
う
に
な
っ
た
の
は
神
様
が

降
っ
て
来
ら
れ
た
し
る
し
で
あ
る
か
ら
、そ
れ
か
ら
占
ひ
を
聞
く
の
で
あ
る
。」
云
々

と
あ
る
。
蘇
州
の
葦
姑
娘
も
こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。　

〇
「
微
如
…
、
賤
及
…
」
と
言
う
の
は
、
范
成
大
が
そ
れ
を
微
賤
な
こ
と
と
し
て
貶

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

針
姑
神
を
招
い
て
占
い
。
二
本
の
針
の
先
と
先
と
が
つ
な
が
れ
ば
お
針
が
上
達
す
る
、

と
い
っ
た
些
細
な
こ
と
か
ら
、葦
姑
神
を
招
い
て
の
占
い
。
葦
の
茎
を
二
股
に
分
け
て
、

く
っ
つ
け
ば
吉
、
と
い
う
よ
う
な
卑
賤
な
も
の
ま
で
、
元
宵
節
の
女
性
た
ち
の
占
い
は

さ
ま
ざ
ま
。（
実
に
下
ら
な
い
）。

【
以
上
、
元
宵
節
の
占
い
】

末
俗
難
訶
止　
　
　
　

末ま
つ
ぞ
く俗　

訶か

し止
し
難が

た

く

佳
辰
且
放
行　
　
　
　

佳か
し
ん辰　

且し
ば
ら

く
放ほ

う

行こ
う

す

此
時
紛
僕
馬　
　
　
　

此こ

の
時と

き　

僕ぼ
く
ば
ま
ぎ

馬
紛
れ

有
客
静
柴
荊　
　
　
　

客か
く
あ有

り　

柴さ
い
け
い
し
ず

荊
静
か
な
り

幸
甚
帰
長
鋏　
　
　
　

幸こ
う
じ
ん甚

な
り　

帰か
え

ら
ん
か
長ち

ょ
う
き
ょ
う鋏

居
然
照
短
檠　
　
　
　

居き
ょ
ぜ
ん然　

短た
ん
け
い檠

照て

ら
す

〇
末
俗　

末
世
の
衰
退
廃
頽
し
た
風
俗
。　

〇
難
訶
止　

し
か
っ
て
止
め
さ
せ
る

わ
け
に
も
い
か
ず
。　

〇
佳
辰　

上
元
節
（
元
宵
節
）
を
指
す
。　

〇
放
行　

放
夜
。

夜
間
の
通
行
を
許
す
。
元
宵
節
前
後
は
し
ば
ら
く
夜
禁
の
規
定
を
弛
め
る
。　

〇
紛

僕
馬　

下
僕
や
馬
が
人
ご
み
に
紛
れ
て
、
は
ぐ
れ
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
だ
。　

〇
有

客
静
柴
荊　

そ
う
い
う
世
間
の
に
ぎ
わ
い
に
な
じ
め
な
い
異
邦
人
の
よ
う
な
自
分

は
、
静
か
な
柴
の
戸
に
居
場
所
を
求
め
る
。　

〇
帰
長
鋏　
『
戦
国
策
』
斉
策
に
見

え
る
孟
嘗
君
の
食
客 

馮
諼
の
言
葉
。
孟
嘗
君
の
待
遇
に
不
満
を
抱
き
、「
長
鋏
よ
帰

ら
ん
か
」
と
愛
刀
に
語
り
か
け
た
。
こ
こ
は
そ
の
不
満
の
気
分
を
生
か
し
て
、
元
宵

節
の
に
ぎ
わ
い
を
避
け
、
家
に
戻
る
こ
と
を
い
さ
さ
か
大
げ
さ
に
表
現
し
た
。　

〇
居
然
照
短
檠　

居
然
は
安
ら
か
な
さ
ま
、落
ち
着
く
さ
ま
。
短
檠
は
小
さ
な
灯
り
。

街
の
灯
籠
の
華
や
か
な
輝
き
と
対
比
す
る
。

末
世
の
風
俗
は
と
ど
め
が
き
か
ず
、
元
宵
節
の
夜
は
し
ば
ら
く
通
行
自
由
。
そ
の
晩
は

人
出
で
ご
っ
た
返
し
、
下
僕
や
馬
と
も
は
ぐ
れ
る
ほ
ど
。
そ
ん
な
中
、
に
ぎ
わ
い
に
な

じ
め
ぬ
自
分
は
、
静
か
な
柴
の
戸
に
帰
り
た
く
な
る
。「
長
鋏
よ
帰
ら
ん
か
」
と
家
に

戻
れ
ば
、
落
ち
着
い
た
我
が
家
で
小
さ
な
灯
り
を
灯
す
の
だ
。
何
と
幸
せ
な
こ
と
か
。

（
私
に
は
こ
ん
な
小
さ
な
灯
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。）

生
涯
惟
病
骨　
　
　
　

生し
ょ
う
が
い涯　

惟た

だ
病び

ょ
う
こ
つ骨

節
物
尚
郷
情　
　
　
　

節せ
つ
ぶ
つ物　

尚な

お
郷き

ょ
う
じ
ょ
う情

掎
摭
成
俳
體　
　
　
　

掎き
せ
き摭　

俳は
い
た
い體

を
成な

し

咨
詢
逮
里
甿　
　
　
　

咨し
じ
ゅ
ん詢　

里り
ぼ
う甿

に
逮お

よ

ぶ

誰
修
呉
地
志　
　
　
　

誰た
れ

か
呉ご

ち

し
地
志
を
修お

さ

め
ん
に

聊
以
助
譏
評　
　
　
　

聊い
さ
さ

か
以も

っ

て
譏き

ひ
ょ
う評

を
助た

す

け
ん

〇
生
涯
惟
病
骨　

范
成
大
は
常
に
病
気
が
ち
で
、
淳
熙
十
年
（
一
一
八
三
）
五
十
八

歳
の
四
月
末
に
疾
い
を
得
て
よ
り
、
十
三
年
（
一
一
八
六
）
六
十
一
歳
の
人
日
立
春

ま
で
千
日
間
、
疾
い
に
臥
し
た
こ
と
も
あ
る
。　

〇
節
物　

季
節
の
風
物
。　

〇

掎
摭　

一
つ
一
つ
ひ
ろ
い
あ
げ
る
。
曹
植
「
楊
徳
祖
に
与
う
る
書
」
に
「
文
章
を
詆

訶
し
、
利
病
を
掎
摭
す
」。　

〇
咨
詢　

問
い
合
わ
せ
る
。『
詩
経
』
小
雅
・
皇
皇
者

華
に
「
載
ち
馳
せ
載
ち
駆
り
／
周
く
爰
に
咨
詢
す
」。　

〇
里
甿　

い
な
か
の
老
農
。

〇
誰
修
呉
地
志　

将
来
誰
か
が
呉
地
志
（
呉
中
地
方
の
地
方
志
）
を
編
修
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
。
の
ち
范
成
大
は
『
呉
郡
志
』
を
編
修
し
て
い
る
が
、
完
成
は
そ
の
死

（
紹
熙
四
年
〔
一
一
九
三
〕
六
十
八
歳
）
の
二
年
前
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
を
作
っ
た
頃

は
ま
だ
出
来
て
い
な
い
。　

〇
助
譏
評　

譏
諷
（
遠
回
し
に
そ
し
る
）、
評
価
す
る
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の
に
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
。

私
は
生
涯
病
気
が
ち
で
あ
つ
た
が
、
季
節
の
風
物
に
は
や
は
り
郷
愁
を
感
ず
る
。
そ
こ

で
そ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
拾
い
あ
げ
て
俳
諧
体
で
こ
の
詩
を
作
り
、
土
地
の
年
老
い
た
農

民
た
ち
に
見
せ
て
意
見
を
聞
い
た
。
将
来
誰
か
が
呉
中
の
地
方
志
を
編
修
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
こ
の
詩
も
い
さ
さ
か
参
考
に
な
ろ
う
。

右
上
元
紀
呉
中
節
物
俳
諧
體
三
十
二
韻

【
参
考
文
献
一
覧
】

〇
富
壽
蓀
・
校
『
范
石
湖
集
』〔
中
国
古
典
文
学
叢
書
〕（
二
〇
〇
六
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）

〇
四
部
叢
刊
本
『
石
湖
居
士
詩
集
』（
上
海
涵
芬
楼
蔵
愛
汝
堂
刊
本
影
印
本
）

〇
四
庫
全
書
本
『
宋
詩
鈔
』
巻
六
三
（
中
國
哲
學
電
子
化
計
劃
影
印
本
）

〇
周
汝
昌
『
范
成
大
詩
選
』〔
中
国
古
典
文
学
読
本
叢
書
〕（
一
九
九
七
年
、
人
民
文
学
出
版
社
）

〇
周
錫
『
范
成
大
詩
選
』〔
中
国
歴
代
詩
人
選
集
〕（
一
九
八
六
年
、
三
聯
書
店
香
港
分
店
）

〇
梁
・
宗
懍
（
守
屋
美
都
雄
・
訳
注
）『
荊
楚
歳
時
記
』〔
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
〕（
一
九
七
八
年
、
平
凡
社
）

〇
王
毓
栄
『
荊
楚
歳
時
記
校
注
』（
一
九
八
八
年
、
台
湾
・
文
津
出
版
社
）

〇
宋
・
孟
元
老
（
鄧
之
誠
・
注
）『
東
京
夢
華
録
注
』（
一
九
六
一
年
、
商
務
印
書
館
香
港
分
館
）

〇
宋
・
孟
元
老
（
入
矢
義
高
・
梅
原
郁 

訳
注
）『
東
京
夢
華
録　

宋
代
の
都
市
と
生
活
』（
一
九
八
三
年
、

岩
波
書
店
）　

＊
巻
末
に
静
嘉
堂
文
庫
蔵
元
刊
本
『
東
京
夢
華
録
』
影
印
を
附
す
。

〇『
東
京
夢
華
録
・
都
城
紀
勝
・
西
湖
老
人
繁
勝
録
・
夢
粱
録
・
武
林
旧
事
』（
一
九
八
二
年
、中
国
商
業
出
版
社
）

〇
宋
・
范
成
大
『
呉
郡
志
』〔
江
蘇
地
方
文
献
叢
書
〕（
一
九
八
六
年
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
）

〇
宋
・
張
世
南
『
遊
宦
紀
聞
』〔
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
〕（
一
九
八
一
年
、
中
華
書
局
）

〇
清
・
袁
景
瀾
『
呉
郡
歳
華
紀
麗
』〔
江
蘇
地
方
文
献
叢
書
〕（
一
九
九
八
年
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
）

〇
清
・
顧
禄
『
清
嘉
録
・
桐
橋
倚
棹
録
』〔
歴
代
史
料
筆
記
叢
刊
〕（
二
〇
〇
八
年
、
中
華
書
局
）

〇
清
・
顧
禄
『
清
嘉
録
』〔
覆
清
道
光
刊
本
〕（
天
保
八
年
〔
一
八
三
七
〕、
江
戸
須
原
屋
佐
助
等
刊
）〔
『
和

刻
本
漢
籍
随
筆
集
⑪
』（
一
九
七
四
年
、
汲
古
書
院
）
に
影
印
収
載
〕

〇
中
村
喬
・
訳
注
『
清
嘉
録
』〔
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
〕（
一
九
八
八
年
、
平
凡
社
）

〇
李
懿
・
常
先
甫
・
林
陽
華 

評
注
『
宋
代
民
俗
詩
評
注
』（
二
〇
一
一
年
、
巴
蜀
書
社
）

〇
永
尾
龍
造
『
支
那
民
俗
誌
』
第
一
巻
・
第
二
巻 

年
中
行
事
篇
（
一
九
四
〇
年
、
支
那
民
俗
誌
刊
行
会
）

〇
中
村
喬
『
中
国
の
年
中
行
事
』（
一
九
八
八
年
、
平
凡
社
）

〇
中
村
喬
『
続 

中
国
の
年
中
行
事
』（
一
九
九
〇
年
、
平
凡
社
）

〇
中
村
裕
一
『
中
国
古
代
の
年
中
行
事
』
第
一
冊 

春
（
二
〇
〇
九
年
、
汲
古
書
院
）

〇
中
村
裕
一
『
中
国
古
代
の
年
中
行
事
』
第
四
冊 

冬
（
二
〇
一
一
年
、
汲
古
書
院
）

范成大《臘月村田楽府十首》注釈
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二
三



要　旨

南宋の詩人 范成大（1126 ～ 1193）は晩年、蘇州郊外の石湖のほとりに隠棲した折、「臘月村田楽府十首」、「上元紀呉
中節物俳諧體三十二韻」を詠んで蘇州近郊の農村の風俗を描いた。本稿はその注釈である。これらの詩に拠って、12世
紀後半の蘇州近郊の農村における年末年始の年中行事や風俗・風物を窺うことができる。

Key words：范成大、臘月村田楽府十首、上元紀呉中節物俳諧體三十二韻、蘇州、民間歳時風俗

（平成29年₉月29日受理）

Fan Cheng-da（范成大）’s Ten Songs on Village Life in December（臘月村田楽府十首）
Annotation and translation

SHIMAMORI  Tetsuo
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